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I.緒言

此報告は作物の内科療港としての浸板其他に開する一連の研究を記したるもので，初め挙兵線虫

を内科的に防除するため硫酸エコチッを用いて試験をなし，次いで稲作に発生して烈しき害をなせ

る稲葉潜蝿の防除に対し，稲作に移植が慣行せらる、事から，首の根を硫酸ュコチッ液に浸根して

自然吸収せしめたるに，葉肉に寄生する姐がよく死する事を見田し，その他害虫，ニカメイチュク，

FPオイムシ，ァプラムシ等に対しても有効なる事を知り，浸限洪15）として発表した事に端を発す

るのである・

作物の内科療韓Innertherapyは恐らく19世紀の終頃Gaunersdorfe （1885）， Kraus （1893），

Shewirjefe （1894）， TscEERMAK （1896）等によりで始められたるが如く，その后Mangin－，

MORKRJETSKY2）， BOLLEY3）， DEMENTIEWO・ A. MttliER7￥ JANKEl”その他により研究発展せし

められたもので，我国には卜蔵梅之轟氏の実験作物病寄予防渉によりて紹介せられたようである・

1) Mangin : Sur la nutrition et la defense de la
vigne par injection. Jour. Prak. Agr. : 913-920
(1898).

2) Morkejetskt : XJeber die inner Therapie der
Pflanzen. Planta, 12 (1903).

3) Bollt : Tree feeding and tree medication. N.
Dak. Sta., Ann. Kept., 14, 15, 17 (1904).

4) Dbmentikw : On the question of internal the-
rapy of plants. Ahst. B. A. K., 3 (1914).

5) Sanford : An experiment on killing tree scale
ly poisoning the Sap of the tree. Scitnce, 41(1
032)(1914).

6) Bhattuck : Effects of cyanide of potassium on
trees. Science. 41 (1052) (1915).

7) MuLtER : Versuche z, inneren Therapie der
Pflanzen (Die indireckte Einfuhrung von Stoff-
en in die Pflanz.) Anz. f. pchadlingskunde, 2 :
157-164 (1926).

8) Davidson and Benson : The internal condition
of the host plant in relation to insect attack,
with special to the influence of pyridine. Ann.
App. Biol., 16 (1929).

9） Crafts and Kennedy ： The physiologアOf 。oⅠト

volvulus arvensis in relati。つn to its contorol

by chemical sprays. Plant PhグioL 5 ： 329－344
0930）.

1。） JANKE.’Beirage z・ innertherapeutisoiieu Sch芝d－

hngsbe旭mpfung. Zeit拐ehr. f. angew・ Entomoー

Iogie， 18 C2） （1931）・

11） CoLLISON，臼arlan and SwlヨiENBT ： Direct tree

injection in the study of tree nutrition problems.

NY. Sta.， Tech.Bull・， 192 0932）.
12）門前弘多：害虫の内部的防除法に関する実験予報.
鳥顧農学会報（山田博士記念号）， 4 8！） C1933）・
13） Fulton and Mason ： The transloc粗ti。MI Of

derris con熊tituents in bean plants・ Jour・Agr.

RぐS・ 55Q2X1937）・

14”） Neiswander and Morris ： Introduction of

呂eleniura into plant tissurs as a toxicant for

i1－sects aml mites. J。ur. Econ.Ent・ ， 333（1940）・

15）門前弘多：作物夢虫の内科的防除に関する研究・

盛岡高等農林学校学術報告， 24 （1943）・
16）Moxon and Eh甲N： Selenium poisoning.
Phsiol・ Keview， 23 （1943）・

－－19－
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此方港は初め栄養分の補給，病虫害防除等の目的に用いられ，各種果樹の萎黄病，微量要素の供  

給，種々の害虫の防除等に効果ある事が報ぜられた．前報告にも記したるが，内科療法に用いられ  

た方法を大別すると次のようであった．  

1．挿入溝：樹幹に穿孔して薬剤を挿入する方法で，水銀，昇天，青酸加里，故素等の毒剤が用いられたが，多く   

ほ木に善があった．  

2．注射法：又は漏斗法とも称せられ，樹幹に穿孔して漏斗から導いた薬液を吸収せしむる方法で，樹枝又は限の   

切断面にゴム管より薬液を導く方法も行われ，毒剤の外硫酸銅．硫酸鉄，燐酸鉄，塩化バリウム，盛雄較加里，   

木精，二硫化茶葉，蟻酸アルデヒード，ビリデイノ ，ニコチソ等も用いられた．此方法は液が幹校によく吸収せ   

られ，病虫に反応するが∫植物は液の縦の転流はよく行わるゝが，塀には転流し難いから幹の周囲に何本もの注   

入口を要する欠点がある．  

8．漂注渓：又は土地施用法と唱え，薬剤を木の周囲に注ぎ自然的に吸収せしむる方濃で，薬害ほ少いが多量を要   

し，然も土魔の薔衝作用や流失によって効力が弱化する欠点がある．   

何れの方法も欠点があり，主として果樹等に用いられ草本作物には余り使用せられなかった．浸  

根法は移植作物に適する方港で，我国の如き集約的移植農法が広く行わるゝ地方では簡便で効果的  

であると考えらるゝので，戦時戦后の物資の欠乏，食糧の窮乏に際して科動浸根委員会と林するも  

のが1948年農林当局によって発足したのであるが，大爆撃等があって全国的に混乱に陥り，空前の  

悲惨屈辱の敗戦に突入し，人・腎虚脱状態に陥った事ほ遺憾室極で言うぺき言葉もないのである．私  

ほ其后も細々と実験を続けて防除剤と肥養剤とを複合せる浸綬剤を製し，特許2種を得たのである  

が，数量の度々の移転，施設，労費等の欠亡によって断続常なく，応用に関する貧弱な実験しか出  

来ず学界の躍進に後れて居るが，今人生のたそがれに際し，是まで得たる結果をまとめて報告する  

ものである．   

近年に重り1－17）塩素ヲ軌有機合成燐剤等が見出され，浸透剤として菓面施用法（Foliar application），  

瀞詩法（Trunk banding）等が行わるゝに至った．  

1）QtrESTBL＆nd（知ⅧIN：A chemicaltreatment  
Or占qilwhiehproduees plant tisslleleth払1to  
Europeancornbりrer．Jour．Ecpn．軌1七．，40（6）（1947）  
2）EATON：1nsecticidalpl・Operties of certain  

OrganOpllO叩hortlS COmpOunds．Nature，163（1949）．  
8）大矢富二郎：水稲等の浸棍法によるニコチンの吸  
収量に就いて．応用慮虫，5r3）（1949）．  
4）ORAⅣOER and L】ヨIBY：口0V plants absorb  

p8ratllion．Agr．Chem．4闇（1949）．  
5）METC瓜F and MARCE：Stlldips of the mode of  

aotion of pal・atbion anditt；derivatives and  

their toxicity toinsect濾．Jotlr．Econ．Ent．，  
43（5）（1950）．  
る）SHIT耳and C工．IF和RD：Translocation or paratllト  
（）n from foliage applications．Jour．Econ．Ent．，  
43（5）（1950）．  

7）lvYl仇ⅠⅣSEY andlもAⅢWATER：Trandloeation  
OrOctamethyl－pyrOp】1Csphoramide by thecotton  
plant払nd to‥Ⅹicity of treated pl＆ntS t（）COttOn  

irLSe（、tSand spidermite．Jo11r．Ent．，435（1950）．  
8）MA8・E召8nd GAINS：Toxicity of pl】OSpl10mS  
COmpOunds tovarioubin闇eCtS．Jour．Rcon．Ent．，  
48（8）（1950）．  
9）ST▲RNES：Absorption and translocation ot  
insecticidesthr（）llgh theroot systemsofplatltS．  
Jour．Ec（】n．Ent．，4－（8）（1950）．  

10）DR‡00ERS：Erfeet of p玖一礼th；りn りnimm症Ilre   
stages of plum cⅥrCl11io，Orientalffuit mottl   
and codling n］C・th within the host plant．Jour．   
Econ．Entり43（2）（1950）．  
11）MA耳撼Oyp and（加RO∬P：Efかcts ass・）eiated   
with toxicity and plant translocatil）110f three   
Phesphateinsecticides．Jour．Econ．EJlt．，44  
（る）r1951）．  

12）DAVID an（lGARDINER：Sysもemicinse（・ticidal   
action o董 nicotin a71d certai－1Other organic   
basps．Ann．Biol．40（1）．  
13）OASDA and ALL丑Ⅳ：Absorption and translo叫   
Cation otinsecticides by plants．Agr．Chem．，   

7（6）（1952）．  

14）TuEEY，TIOENOR，打IN竃VARE and W打TWER：   
Absorptionot nutrientt；by stems＆nd branches   
Of woody pl乱ntS（1952）．  
15）おoy♪：Trllnk 壬Ibsl）rption of a sァSteIれie che－   
micalby coffee．Bull．Ent．Res．，44（1）（1953）．  
16）WEDDIⅣO and M丑℡OAI」F：Tr乱nShcation（ヽr   
町Stemicinsecticides measured by radioactive   
traees．C呈trus Le乱聞S，83（1）（1958）．  
17）BvsvIヌEandⅣ劇甘：恥e poteney and per占由一   
tptlCe O（8（・me n●W Syntheticinsectieides．Bu11．   
Ent．1ks．，44（2）（1953）．  
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Ⅱ．各種′薬謝の漫根潮としての適否に関する実験  
1．各種薬剤渾棍比壷交試験   

微量要素と称せらる、もの，或ほ設虫の効ありと称せらるゝ数種の薬剤れ稲苗及びそれに自然  

寄生せる稲葉潜蝿ノ粕川呵匝α融解“の幼虫に対し，津軽剤として如何なる影響があるかを試験  

せる成績ほ次の如くであった．   

稲苗ほ苗代に育成せる秋田1号種にて，苗代より扱き取り，薬酒蝿の寄生せる苫を選び，各種の  

溶液をビーカーに入れ，苗の板を浸し室内に並べおきて観察したものである・  

4 昼 夜 后  3 昼 夜 后  2 昼 夜 后  浸棍1昼夜后  
葉  剤（％）  

生姐 死粗 菓状  生姐 死粗 菓状  生組 死姐 葉状  生娘 死粗 菓状  

82艮  
桶 
。長育  

内嫡 
1 良   

6   1  艮  

7   1  艮   

5   1 1萎   

ロ  4  皆萎   

10  0   健  
内2蠣  
10  0  畏育   

7  0   健   

7  0   健   

8  0   健   

6   0 1萎  

1  8  24マク  

10  

10  0   健    0   健  

7  0   健   

7  0   健  

8  0   健  

6  0   健   

2  2  67ク   

10  0   艮   

10    0  3マク   

10  （〕 1マク   

1   6 10萎   

6  1   艮   

11   0   艮   

11   1  艮   

11   1  艮   

11   1  艮   

3煉  7 10萎  

7  5   艮  

9   1  艮   

11   1  艮  

1．塩化第2鉄 0．1  

2．硫酸亜鉛 0．1  

8．塩  化／0・01   
ノヾリウムlo．001  

4∴塩  化ノ0・01  

リチュウム＼0．001  

5．弟  化ノ0・01   
珪酸曹達lo．001  

10  

10  0  健    0  健  

7  0  健  

7  0  腱  

8  0  健  

6  0  健  

4  0  3マク   

10  0  艮   

10  0  3マク   

10  0  2マク   

ア  0  8萎  

0  艮  

5   艮  

4   艮  

艮
 
艮
 
艮
 
 
 

蛸
 
病
 
癖
 
 

∩
）
1
 
5
 
【
‘
／
0
1
 
 

1
内
 
内
 
内
 
 

10    0  

5  5  

内2嫡  
10  0  

内1蛸  

0．ql  

O．001  
る．弗化加里  

7．生  長ノ0・01   
ホルモン ＼0．001  

臥塩化第1錫：l  

萎
 
艮
 
艮
 
良
 
艮
 
 

4
 
 

4
 
 
1
 
 
4
－
 
2
 
 
2
 
 

痛
 
蛸
 
癖
 
婦
 
疇
 
 

き
l
（
U
 
l
】
ア
ニ
5
二
U
5
0
5
 
 
 

内
1
内
 
内
1
内
l
内
 
 
 

3  4  4萎  
内1嫡  
10   1  艮  

7   4   艮   

11   1  艮  
内5桶  
11   1  良  
内5蠣   

7  0  3マク  

11  0  1マク  

12  0  ■艮  

12  0   艮  

12  0   艮   

10  0  不良   

！2  0   艮   

10  0   艮   

12  0   艮  

4   01葉マク  

0．01   

0．001  

9．硫酸アルミ   
ニ ュウ ム  

10．硫  酸ノ0・01   
コ／こルトlo．001  

－1・沃産加里 
1  

2  良  

2  伸長  

2  伸長  

0  2萎  

5   艮   

2   艮   

1  艮   

0 2心マク  

療
 
病
 
暁
 
 

7
4
 
ワ
‘
5
〇
一
4
二
4
■
 
 
 

内
 
内
1
内
 
 

癖
 
滴
 
癖
 
 

ア
8
8
4
 
1
2
 
4
 
 
 

内
 
内
1
内
 
 

ク
 
 

マ
 
 

葉
 
 

3
 
 

0
 
 

0．001  0．0002  0．CCOl  
12．硝   酸  
マ ン ガ ン′  

4   0   艮  

4  【）  艮  

0   5  全萎   

4   0 2・bマケ  

3  01本萎  
6  0 2本心もク  

3  0 2本心々ク   

4  0 2本心マク  

4  0   艮   

4  0   艮  

0  5  全萎  

4   01葉マク  

3   0 2葉マク   

6  0  ．【ミ   

8  0   良   

4  0   艮  

4  0   艮   

4  0   艮  

5  0  9葉萎  

4  0  2菓萎  

3   0 2菓マク  

6   01葉マク  

4  、タ   艮  

4  0   艮  

0   510本：萎  

4   01葉マタ   

3   01葉マケ   

6   01葉マク  

3   0   艮   

4  0   艮  

13．硫 酸  

14．過棚酸嘗達く0．0002l3  0  艮  

0．0001t く4   01葉マク  
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以上の成績により弗化珪酸曹速，生長滴ルモン，硝酸コバルトは0．01％にても苗に審があり，硫  

酸銅掛こては10方分の1熟こて菓の萎凋が起った．硫酸亜鉛，塩化夢二鉄等の微量要素ほ0・1％に  

て菓に異状なく，塩化バリウム，塩化第一錫，硫酸アルミニウム等ほ0．01％液にて4昼夜浸根后葉  

に害を示さなかった．硝酸マンガンは1p．p．m．にて4昼夜后に多少苫に賓を示せるが，0・1p・p・m・  

では異状がなかった．こゝに注意すべきほ，硫酸亜鉛0．1％，沃虔加盟0．01－0・001％液に苗板を浸  

しおけるものほ，計測はしなかったが肉眼にて明かに伸長せる事が認められた．   

弗化珪酸曹速，弗化加里，硝酸コバルト液に浸棍せるものは，苗に寄生せる組ほ死せるも同時に  

首にも薬事が認められた．  

2．青酸加盟，青酸曹速浸棍効果試験   

青酸加盟，青酸曹連等が瓦斯毒剤として貯穀，果樹等の除嘗に使用せらるゝ事は周知の事実で浸  

紋別としての効果，濃度，件物に対しての影響等を試験した．   

秋田1号の首に稲葉潜蝿の幼虫が各1昆頁ずつ自然寄生せるものを6月18日次記濃度の液に5本づ  

つ津軽したビーカーを室内に並べ調査したる結果，次の通りであった．  

20 日 午 前10 時  t9日午后 5 時  19 日午前1（〕時  6月18日午后4時  

甫 5 本 宛 琵 棍  

薬酒煉  

寄生数  生組 死粗 菓状  生娘 死粗 菓状  生姐 死粗 菓吠  

5 〔一  健  

0  全死 皆シオル  

ル  
0 奪死姦晶雷  

5  0   艮  

0  5   萎  

0  5 1萎  

0  5  2萎  

0  5   艮  

0  8   萎  

0  8 1萎  

0  8  2萎  

1．此   較   水  

2．青   加  0．1％   

8． 同  0．05   

4． 同  0．025   

5．硫酸ニコチン 0．1  

る．青  嘗 0．1  

7． 同  0．05   

8． 同  0．1）25  

5  0   艮   

3  2   艮  

4  1  艮  

4  1  良   

0  5   艮  

0  8  3萎  

∂  5   艮  

2  6   艮  

5  

5  

5  

5  

5  

8   

8  

8  

2心シオル 3葉 艮  

0  生死  

0  全死 俸  

0  全死 皆シオル  

0  全死 大抵シオル  

4 シオル 4葉 艮   

0  全死  

以上の如く，青酸加里，青酸曹遵共0．1は勿論，0．025％にても1昼夜で金死し，硫酸ニコチンに  

此し，設虫力が劣らぬ様なるが稲に賓あり，ぷツトに移植実験したるも2，3日にて枯れて生育し  

なかった．即ち浸板剤として不適当である様に思われる．  

3．弗化加盟，弗化珪酸曹連浸棍効果試験   

弗化物も害虫駆除剤として使用せられたものであるが，浸根剤として害虫に効果があればその含  

有する加里の肥料的効果も期待せらるゝので，特に試験を行った．硫酸ニコチンほ此餃の為用い  

た．   

秋田1号の苫に稲葉蒋蝿の幼虫が各い頭づつ寄生せるものを6月23日午后4時次記の各液に3本  

づゝ浸板したビーカーを室内に並べて調査した．  

24日午前10時  24 日午后 4 時  25 日 午 前10 時  6月28日午后4時  

苗3本づ ゝi撃取  

葉潜蝿  

組 数   生姐 死粗 菓状  生姐 死粗 菓状  生娘 死粗 菓状   

ーー22－  



作物内科療法特に摂取に関する研究（門前）   

弗化加盟は0．05％にて有効であり，弗化珪酸曹速ほ姐は多少死せるも同時に首に寄あり，硫酸エ  

コチ㌣，比餃水と共にぷツーに移植せるも前2者ほ枯死し，后2者のみ生育登熟した・此試験の結  

果，弗化加里，弗化珪酸曹達等の弗化物も寄虫ほ多少死するも稲に賓ありて浸板粛として不適当で  

ある．  

4．稲葉港組殺虫剤浸板試験   

2，3の殺虫剤の浸根剤としての効果及び稲苗に対する影響を知る為，準の実験を行った・陸羽  

132号の晩植苗より菓潜粗食審中の苗のみを披きとり，ビーカーに各液を入れ7月19日午前11時  

浸棍して堂内におき調査した．  

苗木数】組 数l19日8p・m・28・50C】20日3p・m・240Cl致死要l28日280¢  
7月19日1la．m．2邑○（）  

青 葉7  
他・黄一変  
育葉10  
他葡変  

茎葉育  

茎葉育  

茎発育   

8 死1蛸  

4 死1生  

4 死1蠣   

4圧1生   

4 生1蛸  

1．ニ ッ カ y こ／8．1％   
T E l＞P  
2．腋斑C水和剤0．83％  

8．液状ネオト ン0．1％  

4・同  上0．05％  

5・比 較、水 琵 棍  

8会 せ ず  

8余 せ ず  

2会 せ ず  

1貪 せ ず  

2会 せ ず  

5
 
 
（
U
 
O
 
 
（
U
 
 

ケ
一
 
 
〇
 
 
〇
 
 
〇
 
 

ウ
リ
 
 
8
 
 
8
 
 
【
0
 
 

8  

4  

4  

4  

5  

8  

5  

F  

5  

5  

試験の結果エアカリン，BHC水和剤は菓潜組が多少死するも，同時に笛に宰ある為浸根剤とし  

て用い得ず，液状ネオトンは以前にも試験1）したる事あるが，薬酒蝿も相当死し，苫に辛がないか  

ら浸棍剤として適当と思われる．除虫菊製剤は其殺虫成分ビレトリンが不溶性であるから吸収せら  

れぬものゝようで，以前の試験で殆ど効果がなかったから今回ほ省いた．  

5．稲苗設虫剤吸収実験（Bioassay）   

稲首を殺虫瓢こ浸粧したる場合薬剤が根によりて吸収せられ，其菓に寄生せる事由が中毒を超し  

死する事は稲葉港蝿，稲泥頁虫，験虫，訝虫等を硫酸ニコチン其他に作物根を浸して行える度々の  

実験にて証明せる所であるが，締2，3の殴虫剤を稲苗に吸収せしめ，其菜の毒性をキイロショウ  

ジョウバエβrが〃♪ゐオJα研gJα形相α5∠gr（動物学実験宝飼育）の幼虫を用いて検定したる結果次の  

通りであった．   

試験法：9月11日試験管栽培苗の泥をよく洗い，午前9時各液を入れたる硝子管に浸駁しおき，同18日∞時間後  

着苗の糞を1mmの長さに切り，内径3cmの硝子管に桑田水を2mmめ探さに注ぎ，刻其を入れ，幼虫を10頭づゝ  

午后8時政ちて試験した．  

9月15日  9 月 14 日   9 月 18 日  
致死率％  i3日 8p．m．姐10  

45時間後  

死虫合計   18時間後l28時間後  120分後  

l．硫酸ニコチン2）0．1％  

l）盛岡高等農林学校学術報告，第24号（1948）．  2）米 国 製Blackleaf（nicotine40％）．  
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岩手大学学芸学部研究年報 第12巻（1957）第2部   

硫酸ニコチン，青酸加里，ニッカリン共それ等に浸棍せる菓に毒性を保有するに至る事ほ明かで  

ある．  

6．有機合成殺虫剤浸棍試験   

近年有機合成殺虫剤が続々見日iされ，土壌施用，葉面散布，帯幹使用等により浸透設良剤として  

の効果が報告されて居るが，我国にても此種の実験さ‾丁）が報告せらるゝに至った．次は2，3の有機  

合成殺虫剤の澄枝剤としての実験である．   

品 種：陸羽182号 貰 仮構箇を用う．   

害 虫：稲泥負虫 ムeガ沼0ナ・野肥王紬wAYAHA  

好  虫」依√Cγ0痺ゐ≠ガもグr脚r【r言祝〝もEIRBy   

試験法：－6月2る日仮構箇を抜き取り，硯を度々洗い成る可く細棍を切らぬようにし，同日午后3時次の薬鄭に10  

本づゝ浸棍し，室内に並べて調査せる成績は次表ゐようであった（inYitroゝ  

28日3p．札  30日10a．m．  
ア月1日10孔．m．   

葉 状  2芸毘デ・】習5甘・  
27日 12  
葉  状  

6月26日8p．m．匡棍  

1．Par払ttlinn o．1％  

25％水和剤   

2． EPy  O．1  

8．Folido1 0．1  
4る．る％乳剤   

4． Pest（）Ⅹ  0．1  

5． ニッカリン′ ロ．1  

る．比 較 水  

24  健   
5シオル   

25  健   
4シ′オル   

28 ∴健   

28  睡   
3シオ′L   

大抵シオル   

2D  健   
8ルオル   

泥負虫l  
炒  虫4   

泥負虫l  
噺  虫4  

泥負虫1  
炒  虫4  

泥負虫l  
好  虫3   

泥負虫0  
炒  虫4  

泥条虫1  
勅： 虫4  

1
4
 
 
0
4
I
 
l
 
d
「
 
 
（
U
3
 
 
∩
）
0
 
 

葉4シオル  

葉3シオル  

葉  健  

葉8シ・オル  

葉3シオル  

菓5シオル  

5シオル  

3シオノし  

28 健  

3シす／【  

2アシオル  

8シオル  

、
レ
 
ノ
 
 

オ
 
 

シ
 
 

8
 
 

8シオル  

11シオル  

8 さ／オル  

試験の結果ニッカリン（TEPP）は試験開始后約一昼夜，Folidolほ同2昼夜にて泥頁虫，野良共  

管死し，Parathion，Pestoxは同4昼夜までに仝死し，薬剤の種類により致死に遅速を生じた．首  

に対する影響ほFolidolの外は全部多少葉が萎枯せるが，此奴水も同様であったから害なしともい  

えるが，ニッカリン，Parathionは明かな害が認められた．之に反しFolidolほ5日まで葉が少し  

も萎枯せず青々としていたから，殆ど害がなかったといえる．近年各府県農事試験場等に於て有機  

合成設虫部類の各種害虫に対する散布試験が行われ，Folidolは有効にして作物に害がない事を報  

告せられて居るから，有横合成燐剤の内では津板剤として有望のものと思われる．  

の水稲体内への蓼透移行と分解に就て．応用昆虫，   
9払）（1954）．  
6）橋爪文次，山科裕郎：生物検窟による殺虫剤適用  
上の基礎的研究（第1報）．ニカメイチエウに対する  
パラチオンの致死濃度とその一実験方法について．  
応用屋虫，10 降）（1955）．  
7）湖山利篤：サンカメイチュウに閑する研究．農事  
技術改良費料，5∂（1955）．  

1）化学薬品．  
2）日本化学工芋株式会社組  
3）末永一，橋爪文次：パラチオソ及びその他の有機  
燐剤の2化展虫並びに浮塵子に対する防除効力，九  
州農事試験場費報，1廟（1958）．  
4）小池久義：パラチオンの SアStemic aetir）n 及  

び稽物体上での変化について応用昆虫，9田）（1953）．  
5）上島俊治，橋爪文次，山科裕郎：パラチオン乳剤  
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作物内科療法特に匡棍に関する研究（門前）  

Ⅲ．植物の吸収機構に関す る実験  

1．第1回 色素，塩類等吸収切枝試験   

色素，塩数等が茎彼の断面より吸収せられ上昇転移する事ほ周知の事実で，アイソトープ利用の  

便宜もないから，色素はそれ自身着色し，鉄塩類はタンニン 酸と化合して黒色を呈し，済度済度加重  

は蛋白質，澱粉等に着色せしむる事実を利用し，各種植物を用いて上昇転流の難易速度等を知るた  

め，緑葉に対しては赤，黒等の色，花ほ白，賽等を選び，赤，黒，緑等に着色して肉眼にて見分け  

易き植物を用いた1）．文花が略等しき距離に段階的に開くものを便宜として，山吹2），雪柳8），菜  

踵4），芥菜5）等を主として試験を行った．   

試験添：5月13日塩基性フクシン，インデブカーミン，マラヒトグリーン，塩化第二鉄等は0・2  

％液を製し，塩化欝二鉄液にほタンニン酸0．2％を加え，済度所産加里液ほ水100ccに労し沃虔加盟  

0．3g，沃度0．1gを溶かした液をビーカーに入れ，同日牛后4時，山吹，雪柳等の枚の下囁を切りな  

がら液に挿し，室内におきて調査した成績は次表のようであった．  

16日 9 a．m．100C   
る5  時  間  

14日1p．m．230U   
20  時  間  

14日 9 a．m．2lO（）  
17  時  間  

5月18日 4p．m．250（〕  
挿   枝  

。染  

。。染  

花弁腺聞淡育染   
花 シ ポ ム  

花弁勝間淡育染   
花棺シ ポ ム  

莞。篭 
染  

花 実 不 染   

花葉シオル不染  

岡   

花集稽 シオル  

22cmま で  
花弁d、褐舞，琴褐色  

花 葉 不 染  

同  

22ぐm花弁泳者染   
葉 敵 背 染  

35em花弁腺青染   
花弁淡育染  

花 莫 不 染  

同  

国  

同  

同   

12emま で   
花弁万、掲舞  

花 葉 不 染  

同  

22em花弁腺青染  
網状腹背染  

38ぐm花弁泳胃染   

花 葉 不 染  

同  

同  

同  

国   

12em花弁小褐匪  

山  吹   

雪  柳   

山  吹   

雪  柳   

山  吹   

雪  柳   

山  吹  雪  柳  

ふ1．塩基性フクシソ  

2．インヂゴカー ミン  

8．マテヒトグリーン  

4．塩 化 第 二 鉄  

5・沃産沃度加里 
÷1■  

2．第2回 色素，塩類等吸収切放試験   

6月14日第1回と同様の色素，塩類に山吹，雪柳を用いて追試したるが殆ど同様の結果を得た・  

即ち65時間にて塩基性フクシシは山吹，雪柳共花弁不染，菓泳赤染，マラヒトグリーンは山吹にて  

花弁不染，葉聴音染，雪柳は花菓不染，沃慶沃度加里ほ山吹不染，雪柳のみ花弁除草共褐色を呈し  

た．インヂゴカーミンもLlt吹にて花弁阪育染，葉泳育染，雪柳にてほ花弁泳者染せるが此色素は着  

色甚だ早く山吹雪柳共挿枚30分にて20－45clnの頂花まで花弁泳育染し，山吹は4時間にて菓泳が  

育染した．  

3．第3回 色素鉄塩類等吸収切枝試験   

色素としてエオジン，鉄塩として3種を用い植物の種類を変えて試験を待った・  

1）門前弘多：作物の色素及び塩顆吸収に閲する実験   3）ユキヤナギβ〆rⅣd邪研ゎが忘Sie・  

（講演要旨）．応用昆虫，7惚（1957）．  4）ナ タ ネガ相通血q加少加減L・  

2）ヤマブキ励γγi〔‘J呼0恥壱瑠DC．  5）カラシナ及佃扁拍α耶舶‖翫制止  
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5月19日 5p．m．230C  
挿   枝  20誓；a昔1諾OC門…p・蒜・1箭OC  

19日 5．05p．m．   
5 分 后  

19日 6p．m．  
60 分 后   

花 弁 赤 染  
集 腺 淡 赤  

菓腺赤点あり  
心 葉1赤  
花 帝 泳 赤  
琴赤，菓暗赤  

花 弁 赤 染  
苛，葉 暗 赤  

変 化 せ ず  

同  

国  

同  

同  

同  

同  

同  

椎葉褐点あり  

変 化 せ ず  

18emまで   
葉に暗斑  

花 シ オ ル  

花弁淡黄，椎葉  
23cmまで暗盛  

業腺褐色   
葉肉暗褐顔：  

花 弁 赤 染  
菓 腺 淡 赤  

葉 腺 赤 染  
葉 肉 赤 舞  

花弁月永赤染  
琴赤，莫暗赤  

花 弁 赤 染  
琴赤，葉暗赤班  

変 化 せ ず  

同  

同  

同  

国  

岡  

固  

同  

葉泳淡裾線  

変 化 せ ず  

菓 泳 淡 緑  

変 化 せ ず  

花 弁 淡 黄   

変 化 せ ず  

ライラック1）   

オーチャー  
ドグラス2）  

1，エオジン0・1％く  

ライラック  

オーチャー  
ドグラス  

芥   菜  

雪   柳   

ライラック  

オーチャー  
ドグラス  

芥   兵  

雪   柳  

柿3）   

ブイラック  

オーチャー  
ドグラス  

芥   菜  

雪   柳   

柿  

2・硫酸第2鉄0．1％  

8∴塩化第2鉄0．1％  

4．赤 血墟 0．1％   

（青酸鉄加里）  

4．第4回 鉄塩類重クロム酸加盟等吸収切放試験  

鉄塩類3種と重クロム酸加里とを比較し，特に有機酸鉄を加え植物もサワグルミま）を用いて試験  

した．  

5月28日 8p．m．20¢C  
挿   枝  

28日 5p．m．   
2 時 間  

24E19 孔．m．200（プ   
16 時 間  

24日 5 p．m．260（〕  
24 時 間  

／雪   柳  変 化 せ ず  業腹着色せず  

岡  

花 葉 シ オ ′ル  

葉 シ オ ル  

菓健少し暗三鮭あり  
80em まで淡褐カス  
リ三匪あり  

花   葉   健  

葉  健  

オーチャー  
ドグラス  

芥   菜   

サワグルミ   

雪  柳  

オーチャー  
ドグラス  

芥・ 菜  

サワグルミ  

田
 
岡
 
同
 
同
 
国
 
同
 
岡
 
 

同
 
国
 
同
 
同
 
同
 
同
 
同
 
 

1．硝 酸 第 2 鉄  

′
l
■
－
1
1
一
t
■
一
－
一
1
．
、
・
l
 
 

鉄
 
 

酸
 
 

石
 
 

酒
 
 

2
 
 

l）ライラック（白花）均雨間＝叫卵壷l．  

2）オーチャードグラス（カモガヤ日加吻協〆州都血五  
3）カ   キ♪；0脚和q厳戒‘1．  

4）サワグルミ劇加那W…旬拘馳軌旧．et Zvoo．  
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作物内科療法特に浸板に関する研究（門前）  

葉身鋸歯暗褐  
琴81emまで具し  

30cm まで葉暗褐麹≡  

花 弁 肱 黄 褐  
琴   暗   褐  

葉各所に黒褐顔；  
上葉網泳黒色  

菓 晩 晴 褐  

葉先まで暗褐カスリ  
ヨ証  

葉健変化せず，花シ  
オル  

全英殆ど暗褐となり  
う／オル   

20cm まで菓時点  
80em まで小琴暗褐  

25c和 まで葉腺褐，  
菓暗顔：あり  

50em まで花弁腺褐  
18cm まで真に暗顔；  

32（明 まで菓に暗舞  

網晩晴色  

2lcm まで網放棄褐  
25cm まで主放暗視  

35cm まで暗褐小舞   

花葉変 化せず   

81pm まで網腹黒染  

雪   柳   

オーチャー  
ドグラス   

芥   菜   

サワグルミ   

雪   柳   

オーチャー  
ドグラス   

芥   菜   

サワグルミ  

8．ク エ ン 酸 鉄  

4．霊クロム酸加旦  

以上4回の試験を通じて知り得た事は，用いた色素の種類ほ少なかったが，其内エオジン及びイ  

ンヂゴカーミンほ草本木本共に茎の切断面より維管束を通して非常に早く上昇転位し，大体1cm／1  

minの速度にてそれ等の葉晩及び花肱を染色し，次いで黄身及び花弁に分布するが，鉄塩類等ほ見  

分けの困難もあるが，一般に遅きようで，柿，サワグルデ等タンニン 酸を多く含有する植物を用い  

て16時間にて褐色の呈色反応を認め待た．クエン酸鉄，沃慶沃虔加里，重クロム酸加盟等も16時間  

にて固有の皇色反応を認め得，クエン酸鉄ほ硝酸第二鉄，酒石酸鉄等より早く且明かに皇色した．  

5．稲苫無傷及切断棍色素吸収比餃試験   

6月11日試験管に育てたる苗の板を丁寧に洗いたる無傷棍と5cmに切りたる切断根とを各色の  

色素溶液に浸板し，茎を切断して管束染色の如何を観察した．  

稲富根を各種の色素に浸根し，無傷棍と切断根との吸収の難易遅速を倹したるに，インヂゴカー  
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ミン，メチレンプラク，エオジンは早く吸収せられ，アクシン之に次ぎ，コンゴーロート ノイト  

ラルロート ヘマトキシリン等は容易に吸収せられざるようである．無傷根，切断棍の差は原形質  

膜を通すか導管より直接入るかの毒でもあるが，此試験にてインデブカーミンは切断根の方が多く  

高く上昇せる事を示せるが，無傷棍は根長が長いから早く吸収せられ上昇転移せるやも知れず，簡  

単なる小実験では何れとも言い難い．  

6．稲苗色素塩類等比餃試験   

エオジン及び鉄塩等を用い，稲苗の抜き取りと7cmの長さに切断したるものとの問に吸収に差  

異を示すや否やを試みるため，各種0．1％液を製し，苗の根を浸し室内におきて観察した．  

10日9乱軋160C  
16 時 間  

6月19日1p．m．1800  
浸   限  

1：≧0 分  240 分  30分60  分  90  分  

渡雛  
変化なしl蒜  

14cIn 演奏ま  
で赤飯  
16cID 頂集ま  
で赤腺   
変化なし  
同  

赤視色シオル  
赤褐色シオル  
集放線褐となれ  
るあり  
集放線褐となれ  
るあり   
変化なし  
固  

同  
同  

同  

業腺多少黄緑  葉マキシオル         同   

1・エオジ 
／ほ諾  

2・棚コ六ルトぼ謂  

3・硝酸第二鉄催謂  

4・三； 三酸鉄アンほ謂  

5・赤 血 塩i霊葦  

6・重クロム酸旭‡霊謂   

葉赤線   
15em までl   変化なし   同  

同
同
 
同
同
 
国
固
 
同
同
 
 

同
同
 
同
国
 
同
国
 
同
同
 
 

同
同
 
同
同
 
同
国
 
同
国
 
 

同
国
 
同
同
 
同
同
 
 

上表により稲首はエオジンのみ180Cにて1時間后に葉倣に赤線現われ，2時間にて殆ど仝菓泳  

が赤緑を呈したるが，翌朝はしおれて有害なる事を示した．根を7cmに切断したるものほ抜取苗  

に比し色素の吸収が稽早きようであるが／抜取苫は根が長いのである．3，4，5区等硝酸，アン  

モニア，加里等を含める鉄塩類にて吸収の如何を試験したるも，稲苫にては何等の皇色反応ほ認め  

得なかった．  

7．稲苗無傷及切断線色素吸収比餃試験   

苗の棍の無傷のものと7cmに切断したるものにて色素及び硫酸ニコチンの吸収に差異ありや否  

やを知る為，苗は試験管に泥を満し，粗1粒ずつ育て，使用に当り根の泥を静かに洗いおとしたる  

無傷苗と7cm切断首となした．扱取首は比餃として泥より抜取りたるもので，色素は着色を，硫  

酸ニコチンは岨の生死を堂内におきて観察した．  

6月15日 1p．m．220C  
琵  棍  

20分 220C  30分 220C  60分22．20（コけ20分之2．20C  

葉泳赤線  
所々赤評  

10菓赤泳  

16葉不染  

姐2死  
姐8会す   

岨8克す  
組1食せず  

組1死  
姐4食す  

下葉赤変  
新集線禍  

15葉赤泳  
11葉不染  

組6死  
姐4食す   

姐2死  
姐2食す  

姐1死  
姐4食す  

2伽mまで  

3美腺赤線   

業腹赤染せず   

葉潜組10  

葉潜姐4   

菓潜姐5  

全集貰褐を帯  
，）■  

8葉赤泳  
18美不染  

蛙る食す  
姐4食せず  

1．エオジン  
0．1％  

アem切断棍  

無 傷 棍  

抜 取 板  

2．疏靡ニコチ   
ン0．1％  

岨8食す  
姐1貪せず  

姐4食す  
姐1食せず  
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第1図 稲苗無傷及切断棍エオジン吸収比較 一切断棍…・無傷梶  本試験も前同様稲苗ほヱオジン  

を早く吸収せるが，前試験の切断  

根（180C）にて60分で着色せるに  

比し本試験切断根（220C）は苗の  

浸根后20分にて菓泳赤染し，1時  

間にて金葉が赤色を呈した．叉無  

傷根は吸収遅れ，30分にて4葉脈  

が赤色を呈し，4時間にて11菓の  

葉泳が未だ赤染せず，20時間にて  

26菓全葉脈が赤染した．此結果は  

明かにヱオジンにてほ切断棍は早  

く多く，無傷根は遅く且少く吸収  

100   

90   

80  

TO  

6
0
 
知
 
仰
．
刃
 
0
0
 
 

う0    60  120  180  240   

分  せられし事を示した・硫酸ニコチ  

ン浸棍に対し葉恕岨は3時間にて死し始めたるが，淡きニコチンが早くより吸収せられつつあるよ  

うに思われ此場合にも切断棍が無傷根に比しニヨチンを早く且多く吸収する事を姐の死によりて示  

した．  

8．稲苗硫酸及硝酸銀複合吸収実験   

硝酸銀液に硫酸を加える時ほ硫化銀の皇色をなし，稲苗にて表面より容易に見得るに非ずやと考  

え実験を行って見た．先づ7月29日陸羽132号の粗を試験管にまき，苫を育て，8月26日棍の泥を  

丁寧に洗い，根を切らぬようにし，同28日苗の根を2／10規定硫酸を1．0－0．3％の稀硫酸として浸し，  

1昼夜擾根の後29日午后5時硝酸銀0．1％液に藻棍し堂内におきて観察した．苗ほ無傷棍と8cmに  

切断したるものとの2区とし，吸収の状態を知らんとした．  

8月30日   
10孔．m．  
190C  

8月29日 5p．m．190C  
琵  板  

31日10a．m．250C  80日 4p．m．2らOC！   31日 4p．m．  

葉巻ケルアリ葉泳暗鴇  
暗褐カスリ麹≡  

葉泳褐色又は暗褐 褐色叉ほ暗褐カスリ舞  

業腹褐色暗褐  
暗褐色カスリ麹；  

菓腺褐色  
淡褐カスリ舞  

変色せず   

15－20cmまで葉泳褐色  
横腺鴇色又ほ暗褐  

16－17cmまで其腺褐色  
褐色又は暗色カスリ密  

集腺17－20emまで褐色  
褐色又は暗色カスリ舞  

葉腺12－16emまで暗褐褐  
色又は暗褐カスリ≡紅  

葉泳15一芸0まで淡裾線  

淡褐カスリ麹あり  

変色せず  

心葉4マク  

業腹20em視線  

心裏マカズ  
蕪褐色舞中泳褐  

葉健20p和まで  
葉陳褐緑褐斑あり  

集俸22emまで  
菓泳褐練カスリ斑あり  

菓健20emまで  

菜腺淡褐カスリ斑あり  

変色せず  

無 傷 根  

切 断 棍  

無 傷 棍  

切 断 棍  

】．硫 酸1％   
硝酸銀0．1％  

2．硫 酸0．5％   
硝酸銀0．！％  

8・ 
酸：冒無傷板  

4．比  較  水  

稲苫に対する硫化銀の呈色反応は著明に現われ，硫酸も硝酸銀液も1昼夜にて吸収せられ，化合  

して暗色を呈し，葉脈が褐色を呈し，42時間にて暗褐色を呈するに至り，発に暗褐斑も生じた．硫  

酸に規定1％液にてほ苫に寄あり，0．5％を可とする．苗の無傷棍も切断根も吸収せるが，后者の  

方多少濃色を呈したから多く吸収したものであろう．  

9．ゼラニウム，タンニン酸，クヱン酸鉄アンモニア夜合吸収実験   

6月25日午后6時ゼラニウム1）白花鉢植大小2本大部分開花中のものゝ鉢土を水に浸し静かに土  

1）ゼラニウム（テンジクアオイ）f甘加・卵砿抑＝両町加鱒AIT．  
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を洗いおとし，タンニン 酸0．1％液に浸しおき，同26日午后5時（230C）花葉変化なきものを洗棍  

し，クエン酸鉄アンモニア液0．1％液に棍を浸し堂内におき観察した結果次の如くであった．  

6月2ら日 5p．m．  
援  櫻＝  

28日5p．m．270C   28日9a．吼19．50〔）  27日9‡l．m．1る0（プ  27日5p．m．250C   

4花弁泳暗視瀕：  
網腺緑褐  
7花弁泳黄複文  
は暗褐  
10葉腹背褐又は  
暗褐   

花弁腺所々暗褐   
業腹暗線  

花弁倣苛褐又は暗褐  
葉腺暗線  

l・小菅多；≡警警0・1％  

2．大草 同   上  

花弁変化せず  

同   上  

花弁肱殆ど不変  

花弁泳2，8碍褐  

本試験ほタユ／エン酸鉄の呈色反応を利用して鉄塩類の吸収を試験せんとしたもので，ゼラニウム  

の棍を約1昼夜タンニン酸0．1％液に浸し，洗棍して后クエン酸鉄アンモニア0．1％に浸根したる  

に，何れも1昼夜にて吸収せられ化合せるものゝ如く，花弁の脈に暗褐色を呈するものを生じた．  

40時間にて葉脈ほ暗線となり，亜時間にて網脈花弁脈等暗色を呈するに至った．  

10．コテマリバナ，タンニン酸，クエン酸鉄アンモエア複合吸収実験   

本試験も前の如くタンニン酸鉄の皇色反応により，タンニン酸及び鉄塩が如何に上昇転流し，鉄  

塩類の種類により速度に差があるかを知らん為，25年5月24日タンニン酸，硫酸第二鉄及びクエン  

酸鉄アンモエア各0．1％液を製し，コテマリバナの白花をつけたる切枝を挿し，同25日午前11時，  

18時間后タンニン酸液と鉄塩液の枚を交互に挿替えて花弁及び乗除に於ける変色を観察したる結果  

次の如くであった．  

2与日11a．m．2lOC  25日11a．m．移 番  24日 5p．m．i蔓 板  25日 5p．m．200C   

花弁，花瞳，花糸変色せず 15 
－18emまで藻腺淡掲暗色  

花弁泳萄褐暗褐になる 葉腺褐色，葉肉に曙褐班多し  
花弁腺変色せず  
葉政変色せず  

褐になる   

l．硫酸第 2 鉄  
0．1％液  花弁変色せず 葉泳18Cmまで晴緑  

花弁肱多少濃色  
葉肉に多数黒点  

花弁変色せず  
葉晩餐色せず  

花弁腹黒褐黄褐  
葬肱変色せず  

タ ソ こ ／ 酸  
0．1％液   

タ ノ ニ ソ 酸  
0．1プ∠液  

硫 酸 第 2 鉄  
0．1％液  

ク エ ン 酸 鉄  
アンモニア0．1％液  

ク エ ン 酸 鉄  
ア／モニア0．1液  

2．  

a．タ ン′ ニ ン′酸  
0．1％液  

4．タソ ニ ソ酸  
0．1％液  

上記の結果によると，先に鉄塩液に浸し，次にタンエン酸液に浸したる枝はその反対の場合より  

早く皇色する事多く，クエン酸鉄アンモニア液に，浸したるものは硫酸欝2鉄液に浸したるものよ  

り早くよく呈色した．  

11．稲苗タンニン鉄塩液腰合吸収実験   

タンニン酸が鉄塩類と化合する時ほ黒色を呈する事は前試験にても証明したるが，之を稲首にて  

庚験する時ほ吸収の難易速度等も明かにし待ぺきやと考え，両液に前后して浸枝し実験した．   

6月14日午后5時タンニン酸0．1％液に無傷棋（栽培没前損）の苫を浸し，15日牛后6時引き上  

げ棍を度々洗い，次の鉄塩類液に浸し，室内におきて観察した．  
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8・  0・1％  

4．硫酸第l鉄  アンモニア U・1％  

5・雫青酸鮎里苧 0・1％  

菓泳褐色限暗視】其腺褐色練  

∴ 二、 二二∴‾   
葉 腺 淡 禍 根暗黒   

集 肱 淡 抱 取暗黒   

莫 泳 淡 褐 棍賽黒  

本試験にてタンニン酸0・1％液に無傷根の苗を浸し，1昼夜後棍を洗いて鉄塩液0・1％液に浸し  

たるに何れも17時間にて葉泳が淡褐色を呈し，鉄塩類が吸収せられたる事を証明せるが，種熟こよ  

る遅速は明かでないが，2，3の如き有痍酸鉄塩は無機酸塩に比し良好であった．クエン酸鉄アン  

モニア，硫酸第一鉄アンモエア，青酸鉄加奥の如き化合物が一部タンニン酸鉄となるとするも残部  

がそのまゝ，又はイオン化して葉脈に転移するとすれば，アンモニア，加里等の肥養分も同時に吸  

収せらるゝものであろう．青酸鉄加盟ほ前試験と同様苗に審があった．  

Ⅳ．硫酸ニコチン浸根の殺虫に関する実験  

1．硫酸ニコチン浸根三化験虫防除試験1）  

第1回試験（1茎1豆貞寄生）   

苗：陸君182号，4月20日播種，水槽育成苗を使f臥   

三化瞑虫2）卵：福岡県産を受取り使用．   

試験区：   

l・比較水浸板（寄生瞑虫浸棍）．  

2・硫酸ニコチン1000倍液6月18日瞑虫害皇后浸限，同19日移構．  

3・水耕液＋疏酸こコチ／1∞0培液6月18日疾虫害皇后浸棍，同19日移構．  

4・疏戯ヒコチン1000倍液6月18日浸根，同19日移植后20日寄生．  

5・流酸ニコチン】000倍液6月18日摂取，同20日移樺后21日寄生．  

6ミ 硫酸ニコチン1000倍液6月21日蝮虫害彗后琵板，岡22日移梧．   

試験法：6月18日又は2＝ヨ水槽より首を枝振り，発生せる瞑虫を1本に1頑づゝ寄生せしめ，1，2昼夜浸棍后  

ワグネル小ポット（5万分の1反）に10本づゝ移樺して管理調査した．  

弟 2 回試験（1茎 2 頭寄生）  

苗：8化瞑虫卵共第1回に同様．  

試験区：  

l．比較水浸根（浸′限前寄生）．  

2）三化瞑虫励ゐ脚血祝ぶあぽγね〟現尺W瓜EER・  1）硫酸ニコチン浸棍による三化瞑虫防除の実験（日  

本昆虫学会第六同大会講演）．   
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2・硫酸ニコチン1000倍液1昼夜浸棍（同上）．   

3・水耕液＋硫酸ニコチン0．1％加用液1昼夜淀棍（同上）．   

4・硫酸7ン／モエア0．2％，過燐酸石衣0．2％，硫酸加里0．1％，煙草吸数．  

試験法：6月21日午前11時発生直后の幼座を苗1本毎に2頑づゝ放ち，同午后4時上記各区10本づゝ浸棍し，同   

22日午后4時1昼夜后ワグネル小ポットに10本づゝ移博し，硝子室にて管理した．  

第 3 回試験（1茎 3 重責寄生）  

苗：三化瞑虫卵共前回同様である．  

試験区：第2回と同様である．  

試験港：6月24日午前11時に発生直後の幼虫を稲苗1茎に3頭づゝ放ち，同日午后5時前記各液に1区5本づゝ   

浸棍し，1昼夜后同25日午后5時ワグネル小ポットに移構し硝子室に置きて管理調査した成績次の遮りであつ   

た．  

欝 4 回試験（水槽1茎2弼）  

苗：三化瞑虫卵共に前試験と同様である．  

試験区：本試験は苗の浸棍後3尺平方木製の水槽に土をl尺の深さに入れて水田状態として移植し，次の4区に   

分った．  

1・琵棍30時間前幼虫寄生，硫酸ここチノ0．1％液1昼夜浸棍．   

2・浸敬30時間前幼虫寄生，比較水1昼夜浸根．   

3．浸限ア時間前幼虫寄生，疏酸ニコチン0．1％液1昼夜浸収．   

4・琵整7時間前幼虫寄生，比較水1昼夜琵根．  

試験蔑：6月21日午前10時苗80本を選び幼虫をl本2頭づゝ寄生せしめ，6＿月22日午后5時15本は硫酸ニコチン  

1000倍液に摂取し，15本は水に琵棍した．叉8，4区は6月22日午前10時1本に2頭づ←寄生し，15本は疏ニ   

コ液に，15本は水に霞棍し，各区l昼夜琵根后水槽に移植した．  
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作物内科療法特に畏服に関する研究（門前）  

2．硫酸ニコンン浸根本田試験  

1・試験方法：苗代育成陸羽132号の箇を抜き取り棍を洗いて泥を去り，8尺平方の水槽に水301を入れ，硫酸   

ニコチン80ce（1000倍液）を拝加し苗の取を浸した．  

12時間浸棍，6月10日11a．m一全日11p．m．  

24時間岸根，6月10日11a．m－11日11乱．m  
2・試験区別：硫酸ニコチン1000倍液  

8■ 試験田：各区4嘩，1坪ア5株，1株8本槽，6月11日午前移確しおき各区の中程東西南北各10株の100株に   

つき第1固6月14Ei，第2回6月22日に調査した．  

第1回 6月14日調査  第2回 6月22日調査  

泥  負  虫 l葉 潜 瓶  葉 潜 姐  泥  負  虫  

卵塊l幼虫！成虫l幼虫I嬬  卵射幼虫i成虫  幼虫l感  

l・比較水琵棍  

2・12時間置板  

8・12時間浸・取  

4・比較水琵棍  

5・24時間浸棍  

6．24時間琵棍  

7．比較水琵板  
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本田試験に於て鶴首を12時聞及24時間硫酸ニコチン1000倍液に浸棍し移植したるものほ3日后調  

査にて葉潜魔蚊ほ殆ど全滅し，11日后調査にて幼虫，蠣共に殆ど見缶さなかったが，比餃としで水  

に澄枝したものほ1，4，7区共多数の幼虫，蠣が生存した．之は明かに硫酸ニコチン10do借液に12  

－24時間貰板を浸して移植するときは，その葉に寄生せる岨が殆ど死する事を示したものである・  

3．硫酸ニコチン稲苫葉塗布試験   

殺虫剤の菓両便用FQliarapplicationとして硫酸ニコチン10OO償液（0・1％）を6月8日3p・m・  

首の葉の表或ほ裏に薬液を脱脂備に含ませて2回全面に充分塗りつけ，しおれぬように棍を水にひ  

たして室内におき，葉藩組の生死を観察した結果次の如くであった．  
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以上の結果により硫酸ニコチン1000倍液を葉潜組の寄生せる苫の葉の表或は裳に塗りたるに，其  

后葉肉を食したるにかゝわらず死せるものほ各20％にて他は化蛎した．即ち葉面塗布にてほ効力が  

少なかった．  

4．稲葉硫酸ニコチン石鹸液塗布試験   

稲葉潜姐の自然に寄生食害している稲茎を水田より抜き来り，6月22日午后3時，1．硫酸ニコ  

チン0．2％，石鹸0．1％液，2．硫酸ニコチン0．1％，石鹸0．1珍液，比絞として石鹸0・1％液の  

3区を設け，菓潜組各1頭の寄生せる苫をIO本づつ水に澄枝し，それぞれ寄生せる菓に上記の液を  

脱丹旨綿にて塗付け堂内におきて観察した．   

硫酸ニコチン単周にては効果が少なかったから石鹸盲夜を加用して塗布したるに稽効力を増し，  

0．2％にて40％，0．1％にて30％死したるが，まだ効力が多いとは云えぬ．尿素等をFoiiage feeding  

として茎葉に噴霧し，叉ほ有横合成燐剤等を田畑に散布する事が広く行われて居るがi斯る大量生  

産，多量消費の方港は人畜に対する青も多いようであるから一層の検討が必要であろう．  

Ⅴ．硫酸ニコチン浸根の効力持溝（杜坑性）に関する実験  

1．稲苗浸棍の泥頁虫に対する影響試験   

稲苗の板を硫酸ニコチン又は他の殺虫剤に浸しおく時ほ其茎葉を害する泥頁虫，二，三化蝮虫を  

致死せしむろ事は度々の実験に顕著な結果を得た所であるが，其効果が持漬するものであるや否  

－34－   



作物内科療法特に渾棍に関する研究（門前）  

や・即ち設虫荊青痕が苗に抵抗性を附与するものか否かをまかつて一部報告1，2）した事があるが，僻  

一層明かにする為次の実験を行った．   

試験別：ポット栽培と本田栽培とに分ち，前老は主として防除効果の持続期間を知る為，后薯主として発生程度  

を調査し，防除の効果を知らんとしたものである．  

ポ ット 栽培試験   

1・試験方法：陸羽132号の籾を4月28日水槽に播き，育成せる苗をる月8日抜き坂り，泥を洗い去り，次の  

各液に分ちて午后6時浸駁し，浸硬13時間ほ9日午前7時に引上げ，24時間は同日午壱6時引き上げ，水に  

棍を浸しおきて稲泥負虫の卵を附着したる后，ワグネル小ポットに5本づゝ移植し，硝子室におきて調査し  

た．稲泥負虫の卵は6月6日苗代より採買せるものを用いたるが，卵塊少く等数とほなし得ず，各鉢各茎の  

第8真に1塊づゝ其の小片と共に切り取りて糊着せるが，葉小片が枯れ，発生せる小虫が宜し得ざる事ある  

べきを思い，第2回には泥負虫成虫を採等し，苗に自由に産卵せしめ，発生せる幼虫を用いたるが，予定日  

に発生せる幼虫を多数に得る事難く，第3回目には発生后2，∂日経た幼虫を用いた．  

2．試験区（郵中製疏酸ニコチ／を使用）  

甲：硫酸ニコチンj蔓限13時間IO．2％，Ⅱ0．1％，Ⅲ0．05％．  

乙：硫酸ニコチン浸炭24時間Ⅰ 〝，Ⅱ 〝，Ⅲ 〝  

a・試験結果（数字は調査日に生存せる幼虫数を示す）  

甲：琵棍13時間  

3l813〔昌■1   
脚：稲作苦虫の内科的防除法に関する研究．盛  
岡高彦伺窓全学術彙報，Vd・16（1943）．  

Ⅰ疏ニコ。．2％t 。j 。董 3l  

1）門前弘多：作物苦虫の内科的防除に関する研究．   

盛岡高点学術報嘗，nn．24（1943）．  

2）  

ーー35一－   
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乙：浸板24時間   

以上の結果により硫酸ニコチン1000借液，2000借液に稲首の根を13時間及び24時間浸しおきたる  

官をガットに移植し，其葉に泥賞虫卵又は幼虫を附着せるものは殆ど幼虫が発生せず，その幼虫も  

澄枝移植后5日までは全部死んだ．即ち5日間ほ免虫性を示し，10h15臥は多少の抵抗性を示した．  

即ち硫酸ニコチンほ稲苫内に於て少くとも5日間は泥翼虫に対し効力を持読し，15日位まで多少抵  

抗性を示すものと云える．  

2．酸類浸板の青虫に対する抵抗性の実験   

各種の植物が種々の酸類を含有する事は周知の事実にて，それ等がそれぞれの害虫に対して抵抗  

－36一   



作物内科療法特に琵板に関する研究（門前）  

性の原因となる事ほ学者によりて研究されている．例えばSAUNDERSl），WARDLE and BtJCXLE2）  

等は，革具及び桜桃等の酸異種はそれぞれの果実に寄生する華果実蝿，桜桃巽蝿の被害少き事を述  

べ，B6RNER3〉ほ葡萄のフィロキセラに対する免痩性について生理的作用によるもので有機酸の含  

量が関係すると唱えた．私6－7）ほ革具線虫に対する抵抗性の原因を研究して免疫種と称せらるゝ君  

が袖ほ其故に酸（リンゴ酸として）を0．46％含むのに，罷良性の祝ほ0・37％を含むに過ぎず，更にp  

H佃ほ君が袖は5．26なるに祝ほ5．53であり，紅玉，国光等もpH5．5以上であり，酸度に差がある事  

を報告した．叉青柳氏8）は粟と胴枯病との関係を研究してタンニン含量多き大正早生（1・3P），乙  

宗（0．93），長光寺（1．02）等は発生少く，銀寄，シモカブギ，岸棍等のタンニン含量0・5％以下の  

ものほ多く寵ると唱えた．依って酸顆が泥真東に対し浸棍剤として如何なる影響ありやを知らんと  

して次の実験を行った．   

品 種：陸羽132号． 首：苗代育成抜取苗．   

試験区：1．リンゴ酸，2．クエン酸，3．酒石酸，4．クンニソ酸5・棚酸，6・硫酸ニコチン（棍切断），  

7．硫酸ニコチン（抜月更），各区0．1％液．   

試験巻：6月14日甫を抜取り，午後3時上記各液をゴーカーに入れて浸駁し，室内におきて稲泥負虫幼虫を葉に  

8頑ずつ移し，害虫及び苗の状簡を観察した．  

17日9乱．m．2200  15日5p．m．220C  16日5p．m．240（〕  14日4p．m．260C  14日るp．m．270C  
14日8．p．m  
琵   板   幼虫卜葉∵状  幼虫一葉状  幼虫l葉状  幼虫i葉状   幼虫1葉状  

1心集ま  
く  
1心集ま  
く  
1心集ま  
く  

‾l 

O l葉音健  1集まく  

菓開 く  

葉開 く  

1集まく  

2集まく  

葉開 く  

ず          集開 く  

1食せず  

2 食す  

8食せず  

2食せず  

8食せず  

8二箆せず  

3食せ  

垂  死  

2 食す   

1  死   

3 食す  

l．㌢シゴ酸   

2．クユノ酸   

8．酒石酸   

4．タンニソ酸   

5．棚  酸  

る．硫エコ（切断）  

ア．硫ニコ．抜取）  

8会す   

2．昆す  
b集ま  

日英ま  

む集ま  

1食1桶 1食せず  

く
l
く
q
U
く
っ
U
く
 
 

‖‾  2会せず  

1食せず  

2食せず   

死
 
死
 
 心集まく 心集まく  煩       集  健  3死1  

試験の結果リンゴ酸0．1％液に首を浸橿せるものはその菓を食せる泥賞虫幼虫を1昼夜にて仝死  

せしめたから，硫酸ニコチン0．1％液に此赦する毒性があるのでほないかと思われるが，僅かな実験  

で断言は出来ない．酒石酸等も泥寅虫に多少の抵抗性を示すらしいが，用いた量では盲にも審があ  

SuSceptibilityofthehost－Plant・  

7）門前：琴果樹の草果綿虫に対する抵抗性の原因に   

就いて．日本学術協会報告，∂（1927）．  

8）青柳：栗胴枯病と単寧の関係．病虫害雑琵，26臥  
9）SYWAN：廿beldenAziditatsgraddes Zellsaト   
tes versdliedener Xuiturpflanz．en．Pflanzenqb乳u，  

170－174（1929）．  

ニ0）JAⅣCEE：Die Anfraligkeitversehiedener   
アflanzen ge酢niibertieTisellen－1nd prlamzlicl鳩n   

SeI塙dlin酢nund die wasserstt）ffionen 広On拓ent－   

rationihres Ze11saftes．Phytopath．Z．（198O）．  

11）NIENSTA】五I）T：Tanninasafactorintheresis→   
ねn虎（）f ckstnut（（九戚（椚βαSpp．）to■tlleekstnut   

blig加run卯S，及血粘り卸側兢（MvRR・）A・   
and A．Phyもopath．，43（1）（1958・）  

1）SAtlm）ERS：Insectsin．子Ilrious to fruitq（1883）．  

2）BRIOZL：Die Widerstands［釘Iigkeit gewissel・  
紋）rtenllnSerer Kulturpflanzen gegen Parasiten．  

¶atllrVi馬S．Woel蘭nSellrirt，18（28）（1903）．  

8）BるW皿：tlber reblaus－an（［allige uTldimmu－  

neRehen．Biologischen Centralblatt．84（1）  
（1914）．  

4）CoMES：tJberdieWiderstands（飢igkeitdesGe  
treides gegen Rost，Sowie der Pfianzenim all－  
gemeinen gegen Schadlin酢．Abst．irlIntern．  
Agrar．Run（ミse】1au，6（6）（1914）．  

5）WARDLE andBtTCELE：Theprinciples o壬insect  
C（｝ntrOl（1923）．  

る）Mo打方Eガ：でbe woo11ァapple叩hisinJ叩肌，  

Vi仏Speeialrefe代nCe tOitslife－bistqⅣ 鋸1d  

・－3丁－   
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った．那酸ほ0．1％にて虫にも殆ど影響はなかったから微量要素と称せらるゝ柳素として使用の可  

能性があり，タンニン酸ほ菓泳が暗色を呈し，肉眼にて見得たから吸収実験に供用し得るものと考  

えられる．  

Ⅵ．浸税法による病害防除に関する実験   

早く内科擾法として作物に注射実験を行いたるTscIIERMAK，MANGIN，MoRKRJETSKY，BoLLEY，  

SIMON．DEMENTIEW等ほTree feeding叉ほTree medicationなどと称え，果樹，野菜などの  

病虫害を防除し，それ等の生育繁茂を計る事を目的としたようであるが，栄養分を神給する方は余  

り効果が挙らず，Innertherapyの名の下に主として病虫害の防除に関する実験を行っている・然  

し細菌病，糸状菌病に対してほ大抵好結果を待ず，斯る植物性微生物を死滅せしむる程の薬剤ほ同  

時に植物の原形質にも有害で，BoLLEYl）ほ注射試験にてCottonwoodtreeの30－40feetの高さま  

で薬剤が達する事を認めたが病菌を防ぐ事が出来なかった．RANKIN？）及びRuMBILD？，4）も多数の化学  

薬品を注射したが，Chestnut・一blightfungusの防除に消極的の結果しか得られなかった．ScHERER5）  

も White birch，Americanelm，American chestnut及びApple treeの注射実験にて，リンゴ  

にtbymolを注射した時の外は病菌及び害虫の防除に効果がなかったという．   

斯く菌病に対してほ好結果を得られなかったが，1925年LIPMゝN及びGoRDON6）はLemon tree  

に対し硫酸欝一鉄の溶液を注射して数年来の萎黄病（Chlorosis）を治療しBENNETT7）はChlorosis  

にかゝつた梨樹の幹に直接鉄塩類を導入して6000本以上の木の90％が治ったという．WANN8）は鉄  

塩類をブドウ，モ、，リンゴの幹に導入する事により Chlorosisを治したが，クエン酸鉄，燐酸鉄  

琴が好結果を得た．THOMAS及びtIAAS9）も注射洪によってOrange treesのChlorosisを治し  

た．近年有機殺菌剤の研究が進み，種々の新薬が発表せられ，Foliar applicationに関する実験も  

なされ，叉抗生物質の著しき発達に伴い，植物病菌，宮虫に対する応用もなさるゝに亘った．   

珪素が稲等の珪化細胞に反応し，病菌，害虫の侵寄に抵抗するものとして幾多の研究がなされで  

いるので，澄枝剤としての実験を度々行った．  

10〕川島線郎：水稲稲熱矧こ対する珪酸の影響．土壌   
維諒，1－2（1927）．  

11）池田実：生育過程に於ける水稲珪酸含有量及び土   

壌の珪酸と稲熱病との閑係に就て．日本学術協会報   

告，7（1931）．  
12）BtTREE：Chlorosisoftrees．Plant Physiology，   
7（1932）．  

13）三宅康次，池田突：珪酸施用と稲熱病との関係．   

土肥雑，7（1932）．  
14）FIⅣCⅡ，AもBERT and EIⅣISOⅣ：Achlorゎtie   

cりnditiqn orplantsin Ariz（）na related七oiron   

derieiency．Proc．Amer．Soc、H♪rt．鮎i‥ 80  
（1988）．  

15）W上皿A（プE：工nvest王g凡慮iqns on e】1l冊OSis or   

fnlit trees．Jo11r．p（）m．払nd Hqrt．S（モi‥13  

（1935）．  

16）秋元真次郎：稲の珪酸及窒素の吸収に関する品種   

間差異並に其稲熱病抵抗性に対する関係に裁て．貞   

及園，14（1939）．  

17）青井甫：稲熱病抵抗性に関する研究，Ⅰ，Ⅱ．九   

州帝大農学部学芸簡…誌，9（1941）．  
18）EI叩工應SOⅣ：A new elass or or糾nie f11ngieト   

des．艶ience，115（2978）（1952）．  

1）Rりもも旦Y：Tree feedimgandtr恍甲浦catiのn・軋  

Dak．Sta．，Ann．Rept．，14（1qO4），15（1905），  
17（1907）．  

2）RAⅣEIⅣ：The penetratinn offorei酢1Substan恍S  

；ntro血恍dinto trees．Pb≠tcpath‥7（1917）．  

8）RⅥ瓜01D：Theinjeetinn ロー ehemic払Isinto   
CtleStnuttT伊S．Am．才．Bot‥7（1920）．  
4）一一：Rffeet on clleStI】11tS nr Substanees；n－  

je血dil－tO theirtrunks．Am．J．Bot．，7，45－  
47（1920）．  
5）S（児玉R丑R：Treein．iectjon fつr COnt押lof fung－  

0－ユS（王iseases an11in馳et peStS．Abst．PhytopatIl．，  

17（1927）．  

る）ムⅠア班AⅣand（ヨoRDOⅣ：ダーⅣ比er stlldies on new  

metll（通sin th？pbysi（｝logv 孔nd pathln野 Of  

plant．J．Gen．Pllisiolり7（1925）．  
ア）ちmETT：ChlorDSis stlldies：C孔1ir．S七軋  
Reptリ85－87（1927）．  
8）WANN：Experiments on the treatment of chr  
lorosisin・Utah・Abst．Am．J．Bot．，16（1929）．  
9）Tt［On（AS a11d fIA▲S：1njection metl10d as a  

meanofimprovingchloroticorangetrees．Bot．  
Oa勘，86（1928）．  
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作物内科療法特に澤偲に関する研究（門前）  

1．小麦配合栄養液浸棋と病害関係鉢試験   

品   種：農林30号． 苗：床犠苗，10月11日抜取  

試 験 区：  

1．硝 酸 石 衣  

2．硝 酸 加 里  

3．硝 酸 加 里  

4．硝酸アンモニア  

5．硝 酸 加 里  

る．硝 酸 加 里  

7．硝酸マンガ／  

8．硝酸アン㌧モニア  

9．：塩化アンモニア  

10．硫酸アンモニア  

0．2％，重燐酸加盟（ⅩE2PO4）0．15％．  

0．2％，重燐酸加里 0．15％．  

0．2％，迫憐酸石衣 0．2％．  

（E2EPO4）0．2％．  

0．2％，珪 酸 習 さ垂 0．1％．  

0．2％，硫酸ニコチン 0．1％．  

0．2％∴塩 化 加 里 0．1％．  

0．2％，：塩 化 加 里 0．工％二  

0．2％，塩 化 加 里 0．1％．  

0．2％，硫 酸 加 曳 0．1％．  

0．2％，燐 酸 加 里  

0．2％，重燐；酸加旦  

0．2％，過燐酸石衣  

0．2％，過燐酸石衣  

0．2％，過燐酸石衣  

0．2％，過燐酸石衣  

0，2％，過燐酸石衣  

11・デトマー水耕液80）3倍濃度．  

12．シャイブ水耕液al）8倍濃度．  

13・比 較 直 樺．  

14・比較水浸棍．   

試験法：甲乙2区とし甲区は1昼夜浸板，乙区は2昼夜浸瞑として上記各区水溶液に10月11日，20本ずつ航を  

5emに切って渾瞑し，1・2琴夜後に各区10本ずつを素焼尺鉢に移確して硝子室にて管理した．冬季は畑に鉢  

の部分だけを埋設した．比較直構は浸棍せずして直ちに鉢に移構したものである．  

甲 小 麦 苗 栄 養 液1昼 夜 浸 棍 区  
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Anもibioti（，S aSagentS f（）rthecontroIofcertain   

damping－Off fllngi．Am即．Jour．伽t‥ 39（6）  
（1952）．  

27）SIA乱E，WoIβYRZ and PRIOE：Inhibition of   
platlも vir11Sinfection by growtllprOducts of   
j陥祝γ叩0川．アhytop乱thり42（5）（1952）・  

28）DAVISandDIA（ONO：Alte・・ingresistatlCe Wjth   

Syntlletic o聯nic eh明ie81s・アhytop払th・・42  

（10）（1952），  

29）SMIⅢandSpEC耶：fleavy－metalnlltritionand  
ironchlorosis o董citrus seedi王ngs．Plant Phy－   

Siol．，28（3）（1953）．  

30）Detmer水耕液：硝酸石衣1．Og，塩化加里0・25g，   

硫酸苦土0．2鞄，燐酸l加里0・25g，塩化第2鉄痕   

跡，水1080ec，3倍濃液、  
31）Shive 3塩液：重燐酸加里49g，硝酸石衣24．るg，   

硫酸苦土74gを各11の水に落しおき，令液50eeを11   

の水に加え，燐酸鉄4－5mgを入れたる水耕液であ   

るが，之を8倍の濃度として用いた，  
82）ウドソコ病励3ゆ鮎ダγ・α机f扉s 

19）RRIS耶ASW▲ⅡⅠ：TnrlllenCe O士nitrp酢n，pho－   

Sphoms and potash on tlleincidence o壬 blast   

disease¢f ri伴．朗a｛】ras Agrie．Jのun89（1952）．  

20）RADER，瓦ToNRO】∃and W耳即STOⅣE：Tetrahydro→   

pylimidine derivatives aspotentialfo】iage flln，   

gicides．Seience，115（2879）（1952）．  
21）A王）YAⅣTE▲YA and RAⅣOASVAⅣⅠ：封istribution（〕f   

Silicain relation to resistance to＝blastけdist）aSe  

inrice．M鶴drasAgric．Jour．，89（1952）．  
コ2）CROWDY：The cl．emotherapF Of plant djspas？．   

EmpireJotlr．Expu．Agrie．，20（195之）．  
23）ANDERON and GoTTI．IED：PlantdiseasecontroI   
With antibiotics．Econ．Bot．，6（8）（1952）．  

24）鈴木橋嘩，軍松樫三：稲熱病の内科的予防剤とし   
ての鉱澤．植物防疫，6（7，8）（1952）．  
25）GoI＞AI」ERIS耳ⅣAy andJv光ア：The arltibiotie ae－   

tivity of ti－i（）】atinin tlle ellemntllerapy（）f仙e   

＿酌柳雨血甘Wilt of tomato．アhytnpatll‥42（6）  

（†952）・  

2る）GR耶ORY，A工瓜田，RIXER andl｝EⅧRSOⅣ：  
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水耕濃   

13．比較直樗   

14．比較木  

8 淡 緑 2 心 枯  

自然寄生でほあるが小麦首栄養液1昼夜浸根にてウドンコ病辣の最小なりしほ5の珪酸曹速0．1  

％，シャイヴ水耕液，此餃直植区等で，多かりしは1，7，8，．9等の三要素区であった．三要素  

区でも比較的少かったのほ前2，3，4，6，10区等であった．  

‾・‥ ∴ミーニ三二‡‥ミニ享・ミ∴、≡三∴こ●㌔二：去J 
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67－36  

59－88  

195  

144  

187  

172  

100   

11． デト マ ー  

水耕髄液  

12． シャイ プ  
水耕濃液   

18．比較直栢   

14・比較水浸  

小麦栄養液1昼夜浸棍の結果で良好であったのは2，4，10，12等の3要素の入った区で比餃水  

浸板ほ勿論比餃直植よりも増収した．1，9区等は減収となった．珪酸曹達加用5の収量ほ余り良  

好でなかった．  

乙  小麦酉栄養液2 屈夜主要棍区  
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本試験2昼夜浸校区にてウドンコ病斑の少かりしは1，4，5，6区等で，珪酸曹逢入りも少か  

った．2，3区等は多く，比較直植，此絞水浸棍共に多く生した．  

6月7日  
梓  長  
em  

4月20日  
茎  数   
本  

成績調査 
l違憲8最  

12月9日  
茎  数   
本  穂 数】全署量l殻警畳l穀重比   

小麦苫2昼夜浸棍にてほ6，7，8区等は収量少く1，9，12区等は多かりしも比設置植区と大  

毒なく，毅宍絶対量は1昼夜区に比し甚だ少かった．即ち2昼夜浸根区にては毅実量2g以上は1，  

9，12の3に過ぎなかったが，1昼夜区にてほ2g以上4，3g以上4に達した．之は本試験の如  

き栄養液に1昼夜以上浸棍する事は適当でない事を示すものと思われる．デトマー，シャイプ水耕  

液等規定配合量の3－8償の濃液を用いたるに相当良好な成績を得た．   

ウドンコ病魂：数ほ自然発生であるが，1昼夜草根と2昼夜浸根と必ずしも一致せず，1昼夜浮板  

にてほ1，7，8，9区等多く，2昼夜浸根にては2，3，12，13，14区等が多く，一定の傾向は  

認められなかったが，珪酸曹連，硫酸ニコチン入りほ1，2昼夜浸棍共病菌の発生が少かった．  
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作物内科療法特に浸炭に関する研究（門前）  

1
－
 
 

－
エ
 
 

ス
ノ
 
 

ヽ
⊥
 
 

つ
【
 
 

⊥
 
 

ュ
 
 
l
 
 

0
 
 

1
 
硫
安
・
過
石
・
疏
加
 
 

9
 
塩
安
・
過
石
・
塩
加
 
 

8
 
楯
安
・
過
石
・
塩
加
 
 

7
 
 硝
満
・
過
石
・
堀
加
 
 

も
 
 硝
加
・
過
石
・
流
ニ
コ
 
 

ぅ
 
相
加
・
重
燐
・
珪
曹
 
 

ヰ
 
硝
安
・
鱗
加
 
 

う
 
相
加
・
過
石
 
 

2
 
碑
加
・
重
鱗
 
 
 

ュ
 
硝
石
・
霊
燐
 
 

比
較
・
水
浸
 
 

此
較
・
直
樺
 
 

シ
ャ
イ
プ
・
水
耕
液
 
 

デ
ト
コ
ー
・
水
耕
液
 
 

第2 図  小麦苗栄養液浸板病害関係試験  

a・1昼夜匡板1秦当病舞数 b・2昼夜浸鱒左同 e・l昼夜浸根穀実要此 d・2昼夜浸棍左同  

2．新殺菌剤効果比堅交試験   

近年各種の新穀菌剤が出ているが，それ等が渾根剤として内科的に用いた場合，病菌に対し，文  

枝物に対し如何なる影響があるものかを知らん為，当時近所に多く見出し得たナラウドンコ病菌を  

用いて簡単な予備試験を試みた．   

薬剤はイミテン，トーセン，ザ⊥ラム，ダイセンの4檻にて何れも粉剤を0．1％の割合に水に入  

れて＝振り，9月12日コナラの葉に白色病斑の多き小枝を切りて押し，室内において観察した．  

9月16 日10a m．  9月14 日10a．m．  9月15 日10a．m．  

葉   状】病   舞  葉   状l病   斑  葉   状 靂 病   麹；  

初め胞子が盛り  
上れるが菌糸稗  
現わる  
胞子精落ちたる  
ようなり  

菌糸のみ，胞  
子も多し  

菌糸のぴず  

菌糸のぴず   

病変部に菌糸  
胞子殆どなし  

余り変化なし  

線色艮好   

葉しおれまく   

美しおれまく  

緑葉もあれどし  
おれたるもあり  

棺 し お る  

菌糸がのびる   

菌糸がのぴる  

胞子も菌子も  
減じたり  

胞子も菌糸も  
少くなる  

変 化せず  

良好 な り   

菓しおれまく   

葉精しおれまく   

菌  

異状 な し  

異状 な し  

栴 乾 き  
反転せ り  

異状 な し   

異状 な し  

異状 な し  

1．イ ミ テ ソ  

2．ト ー セ ン   

3．ザー ラム   

4．ダイ セン   

5．比 較 水  

胞子相落ちたる   
ようなり  

胞子精剥落し  
糸現われたり  

異 状 な し  
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以上1回の試験なるも，トーセン，ザーラムほ植物に寄あり，イモテンほ害なきも効果も静めら  

れず，ダイセンほ植物に害少く効果もあるようなれは有望であると思われた．侍桑のウドンコ病に  

対しても同様の試験を行いたるも，葉が早くしおれて結果が得られなかった．  

Ⅶ．種子肥養液防除剤浸漬に関する実験  

1．稲粗肥養液浸種試験   

品  種：陸 君132号． 種  籾：重さにより籾を選ぷ．   

試 験 区：   

1・硫酸アンモニア 2・5g，過妖酸石衣 2．5g，木衣 3．Og，硫酸苦土 0．5g，硝酸マこ／ガン 0・1g，硫酸ニ  

コチン 0．1g，水1000ce．  

2・硝酸石衣 2．5g，墓燐酸加里 0．9g，硫酸苦土1．2g，水1000cc．  

8・硫酸アンモニア 2．5g，過燐酸石衣 2．5凱木衣 3．Og，硫酸苦土0．5g，硝酸マ／ガン0・1g，水1000ee  

4・硫酸アンモニア 2．5％，過燐酸石衣 2．5％，木次3．0％，硫酸苦土 0．5％，珪酸曹達0・5％，水1000ee  

5・比較水ミ蔓種．   

試 験 法：種籾を4月19日浸種，4昼夜後同23日引上げ．液を去り，ワグネルポットに1区10粒ずつ播種し，  

硝子童におきて管理調査した．  

7 月 1 日  5 月 18 日  6 月 18 日  
5月5日発芽  

平均草丈¢mt  草丈cml本 数   草丈emi3葉木数  平均生体富  

1．浸  板  剤  

2．硝石，重贋，硫   
苦  

8．硫安，過石，木   
衣，疏苦碑マニ／  

4・硫安，過石，木   
衣，疏苦，珪嘗  

5．比 較 水 窪  

4．90  

5．35  

5．40  

4．95  

4．80   

8．7－4．3  

8．2－る．2  

8．7－8．3  

8．0…6．0  

8．2－7．4  

80．5－21．8  

25．5－22．0  

32．2－22．0  

30．0－22．5  

25．5－28．5  

8  

9  

9  

10  

9  

9  

9  

9  

10  

9  

上記によると，稲種子を4昼夜各種浸棍剤に浸漬したる后栽培すると5，6日間にて草丈，生体  

重に差を生じ，何れも水浸にまさりたるほ肥養液浸種の有効なる事を示し，各種化学薬品が種皮な  

どを浸透する事は己に知られている．殊に3硝酸マンガン入，2化学薬品はよく生育し，4の珪酸  

曹連入も良かった．  

2．大麦肥養液浸種鉢試験  

品   種： 穂  

試 験 区：   

1．硫酸ア：／モニア   

2．硫酸ア／モニア   

3．硫酸アンモニア   

4．硫酸アンモニア   

5．硫教ア／モニア   

る．硫酸アンモニア   

ア．硫酸アンモニア   

8．硫酸ア／モニア   

9．硫酸アンモニア  

10．比較水浸種  

揃．  

0．2％，過燐酸石衣 0．2％，硫酸加里 0．1％．  

0・2％，過鱗酸石衣 0・2％，硫酸加里 0．1％，硫酸苦土 0．1％．  

0・2％，過燐酸石衣 0．2％，木  次 0．2％．  

0・2％，過燐酸石衣 0・2％，木 衣 0．2％，硫酸苦土 0．1％．  

0．2％，木  衣 0．2％，硫酸苦土 0．1％．  

0・2％，過燐酸石英 0・2％，硫酸加里 0．1％，硫酸苦土 0．1％，珪酸常連 0．05％一．  

0・2％，過燐酸石衣 0．2％，木 次 0．2％，硫酸苦土 0．1％，珪酸曹達 0．05％．  

0・2ア左，過腐酸石衣 0・2％，木 衣 0．2％，硫酸苦土 0．1％，ウスブルソ0．1％．  

0・2％，木  次 0．2％，硫酸苦土 0．1％，珪酸常連0．05％．  

ー4ヰー   



作物内科療法特に浸棍に関する研究（門前）  

試 験 法：大麦種子を選別し，10月1日上記各水溶液に浸種し，1昼夜後素焼尺鉢に10粒ずつ播種し，硝子堂   

におきて管理調査した．冬季は鉢の上辺まで畑土に埋めて保護した箇小麦にても同様試験したるも故障にて成   

績を得られなかった．  

6月24日穂  

‥∴‥二∴  

4月22日  

茎 数   
備  考  

1．硫安，過石，硫   
加  

2．硫安，過石，疏   
加，硫菅  

8．硫安，過石，木   
次  

4・硫安仁過石，木   
次，硫苦  

5．硫安，木衣，硫   
苦  

6．硫安，過石，硫   
加，硫苦，辞曹  

7．硫安，過石，木   
衣，硫苦，珪曹  
8．硫安，過石，木   
衣，硫苦，ウス  
プルソ  
9．硫安，木荻，硫   
苦，珪嘗  

10．比較水浸種  

不充実  

不奄宋  

不充舞   

本試験は大麦種子を各種栄養液に浸種して栽培するときは生育収量に如何なる影響あるやを知ら  

んとせるものであるが，気候，積雪等の関係にて雪腐等なく，春の調査にて各区殆ど同様に繁茂し，  

巌実の収量にも大差がなかった．1．硫安，過石硫加の溶液に浸任し，2区ほ是に硫酸芳土Oil％  

を加えたものであって収量は等しかったが，1区の殻実は不充実が多かったが，4区ほ3区と同じ  

基液に硫苦を加えたもので，結果ほ3に此し収量少く不充実であった．6区と7区とは同じ基液で  

加里給源として，前者は硫酸加里，后者ほ木灰を軌、たるが，前者の方が増収し得しも代用にはな  

る．7区と8区とほ同じ基液に前者ほ珪酸曹達，后者ほウスプルンを加用せるに雪原等の病害も発  

生せザウスブルンの方が増収を得た．以前にもウスブルン加用にて艮成績を記録したるが，是は水  

銀或ほ他の成分の剰戟作用によるものに非ざるか．5区と9区とほ同じ基液にて9区に珪酸曹連を  

加用したるに収量少く不充実であったが原周ほ不明であった．  

3．大麦栄養浸種鉢試験  

品   種： 穂   揃．  

試 験 区：   

1．硝 酸 加 里 0．2％．重麟酸加里 0．29∠．   

2．硝酸アンモニア 0．2％，燐 酸 加 里 0．2％．   

8．硝 酸 加 里 0．2％，重燐酸加里 0．2％，珪 酸 普 達0．05％．   

4．硝 酸 加 里 0．2％，重燐酸加盟 0．2％，硫酸ニ コチン 0．1％．   

5．硫酸アンモニア 0．2プ≦，過麟芦軽石衣 0．2％，硫 酸 加 里 0．1％．   

6．硫酸アンモニア 0．2％，妄疏燐酸石衣 0．2％，木  衣 0．2％．   

7．硫酸アン㌧モニア 0．2％，過鋳酸石衣 0．2プg，硫 酸 加 里 0．1％，   

8．硝 酸 石 衣 0．2％，過燐酸石衣 0．2％，疏′酸 加 曳 0．1％，   

9．6液浸種後穫実を洗う．  
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岩手大学学芸学部研究年報 集12巻（1957）第2部  

10．7液琵琶後種契を洗う．  

11．比較水産種．  

試 験 法：大麦種子をよく選び，上記各液に9月28日浸種1昼夜後素焼尺鉢に10粒ずつ同様に播種し，硝子童   

に等圧郎に並べ管理調査した．冬季間は凍嘗を防ぐため鉢の上辺まで畑土に埋めた．結果は次表の通りであつ   

た．  

4 月 9 El  る 月 8 日  

‥－∴‥：。ミ：‥；＿  穀重此  
株数1茎数  出穂f穂肇   

1．碑 加，夏 燐   

2．硝 安，燐 加   

3．硝加，景勝，珪曹  

4．硝加，重賄，硫  
ニ＝王   

5．硫安，過石，硫加  

8・石・木  

7硫安，過石，硫   
加，境苦  

8．硝石，過石，硫   
加，塩苦  

9．‘区液，匡種后沈  
鐘  

10．7区液，琵種后   
洗種  

11．．比較水産種  

124．0  

る7，5  

146．7  

83．8  

84．8  

92．9  

185．0  

9る．7  

148．7  

117．8  

100．0   

29．9112．25  

栄養液に大麦種子を1昼夜浸して鉢栽培をなせる結果，降雪前の生育は大体順調で各区間に大差  

なく，2，7，8，9区等は良好で，1，4，5，6区等ほ多少生育が劣った．越冬により茎数に  

葺を生じ，2区ほ最茎数を減じ，1，5，6，10，11区革も茎数少く，9区ほ最茎数多く，7，3  

区等之に次いだ，穀実収量ほ3区の珪酸曹連を加えたるもの最多く，之を加えざる1区に比し，20  

％以上を増加せるは，珪酸曹速に多少雪腐病等の病害に抵抗する効果があるのであろう．  

4．燕麦水耕液等浸種鉢試験   

品 種：ヴィクトリア． 桂 子：良く選別．   

試験区：   

1・肥養液，蹄酸アンモニア0．お％，過燐酸石衣0．25％，木衣0．1％．  

2．マトリソ水耕液1）．  

3．マトリン水耕液＋ウスプルソ0．1％．  

4．マトリソ水餅液＋珪酸嘗蓮0．1％．  

5．マトリソ水耕：液＋クポイト 0．1％．  

6．マトリノ水耕液＋サルポイド0．1％．  

7．マトリ｝／水耕液＋硫酸ニコチン0．1％．  

8．比較水産穫．   

試験法：燕麦種子をよく選別し，4月24日上記各区の液に浸種し，1昼夜後素焼尺殊に1区5粒ずつ播種し，碑  

1）マトリソ水耕液．硝酸加里0．9g，硝酸石衣0．75g，  

硫酸苦土0．256g，酸性燐酸石衣C払（月2ア0一）2  

0．18g，水1000e¢（微量要素を除く）．  
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子壷に並べ管理調査した．   

本試験ほ毅菌剤と称せらるゝクスブルン（水銀），クメイト（銅），サルガイド（硫黄），抗菌剤  

といわるゝ珪酸嘗速等を，硝酸態窒素を主とする畑作用のマトリン水耕液に加え，硫酸アンモエア  

を主とする肥養液等に，燕麦種子を1昼夜擾漬して病害並に生育収量に対する影響を知らんとして  

行ったものであるが，病害は少しも発生せず，接種もしなかったから結果は不明であったが，収量  

に於てはマトリン水耕液が最も多く，珪酸曹連を加用したものも良好であったが，他のクスブルン，  

クメイト，サルポイドを加えたものほ良くなかった．肥養液が艮好な結果を得なかったのは，硫酸  

アンモニアが窒素源として硝酸塩に劣った為でないかと思われる．  

5．馬鈴薯水耕液殺菌粛浸演武験   

品 種：男爵穫．   

試験区：   

1．肥毒液，硫酸アンモニア0．怒％，過燐酸石衣0．25％，木次0・1％．  

2．マトリン水耕液（前出）．  

3．マトリ）水耕液十ウスブルソ0．1％．  

4．マトリ／水耕液十珪酸常連0．1％．  

5．マトリシ水耕液＋クポイト 0．1％．  

る．マトリン水耕鳩十サルポイト 0．1％．  

7．マーリン水餅液＋硫酸ニコチン0．1％．  

8．比較水浸漬．   

試験法：4月24日属鈴薯の大小，形状の相似たるものを選別し．扁紺こ両断し，上記各区の液に8個ずつ浸漬し，   

1昼夜后引上げ，各区尺素焼鉢に構付けて硝子室に並べ管鮭訳査した．生育，蔽ぎ，願畳等次表の如くであつ  

た．  
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本試験ほ前の燕麦種子に行えると同様の計画を患鈴薯に対して行えるものにして，病審と生育収  

量を調査したるが，馬鈴薯疫病が自然に発生し仁曜病魔茎数を観察したるに，前表の如く肥養液，  

マーリン液共に多く珪酸曹達，クぷイト 硫酸ニコチン（害虫発生せず）等にも病葉多かりしも，  

サルポイゝド区は朽葉を生せず，クスプルン区ほ1ケ月間に邦に減少した．之はサルぷイド，ウスブ  

ルン等に切断した馬鈴薯を浸漬して植付くるときは，疫病防除の効果があるものと思われる．他に  

馬鈴薯萎鯨病に対しても畑試験を行って見たが，之ほ何等の効果を示さなかった．  

Ⅷ．蓮根法による栄泰補給に関する実験   

植物が栄養分を棍より吸収する事ほ勿論で，巨体の栄養止必要がないであろうと思わるゝ成分も  

植物体に見出され2），叉水銀，青酸，弗素，批素，セレニウム等の有毒物2－7）を実験的に吸収せし  

むればそれ等の植物が逐に枯死する事も証せられたが非常に稀薄なるときは植物の生育に剰朝作用  

を呈するものもある．叉植物は土地に可溶性無機塩澤の多量が存する時は，多くの種類は彼等の最  

大の生長に必要なるよりも多量の成分を吸収するもので，之を贅沢吸収3）Luxury absorption or  

Luxurycomsumption と称せられる．JoRDAN（1913）ほ各種作物の栄養試験に於て之を認め，  

HoAGLAND（1919，1926）は細胞液の濃度ほ土地に於けるその濃度より大変高いという同様の観察  

をなした．此事実ほ一方に於て菓を水に浸すときは窒素其他無機成分4）が浸出してその多量を失う  

ものである事に注意しなければならぬ．浸棍港は贅沢吸収とか幼苫の養分多量吸収等に立脚するが，  

叉水稲の如き菓の成分の水中浸出に注意しなければ効果を期待出来ない事もあるであろう．   

浸根法ほ初め殺虫剤を作物に吸収せしめ，その体内に寄生する害虫を防除せんとして創案せるも  

のなる事前述の通りであるが，作物栽培には単に移植時に於ける病虫害の防除のみでは充分ではなく  

1）馬鈴薯疫病ア廟呼肋0和わ或ぬ犯ぷ（Mom）DE  4）鈴木梅太郎：構物生理化学（19404）．  
BARY・  5）坂村徹：梧物生理学（1943）．  
2）稲垣乙丙：梧物営養論．  6）緒餅理一郎：生理植物学（19∂1）．  
3）MILI・ER：Plant physiologY，Withreferenceto  7）本報告，Ⅱの実験葦他．  
thegreen・plant（1988）．  
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遺伝的にも生理的，形態的にも無病健全で，病虫害に対して永く抵抗性を有する事が望ましい事で  

なければならぬ．俗に苗代半作と称せらるゝように苫の良否が稲作に大関係がある．農家も之を意  

識して移植前に苗代に肥料を施し，艮首となして植ゆるものもある．斯る追肥により果して艮首を  

得らるゝかは疑問で，通例用いらるゝ人尿尿，硫酸アンモエアの如きは窒素肥料で遂に緑色を呈し  

来るが必ずしも艮首とはいえないのである．   

登板用液ほ古来推称せられた水耕液を基本とした栄養液で之に短期間浸板吸収せしめて栄養素の  

桂類，配合量，浸根時間等を試験し，次に浸摂用として適当なる殺虫斉机抗病却，微量要素等を混  

用し，その適否分量等を試験したるが，ガット，本田，水槽等にて栽培し生育収量等を調査したか  

ら多年を要して然も能率ほ上らなかった．水稲のみでなく大小麦，甘藷，馬鈴薯等にても多少の試  

験をなした．   

棍ほ勿論葉も亦栄養分吸収が可能である事が1943年HAMILTON，PALMITER and ANDERSON等  

によりて唱えられ1948年WENT andCARTER等により証せられ，叉翌年JoNESand RoGERSによ  

りマグネシウムの欠亡がFoliagesprayにより治せらるゝ事が鞍ぜられた．木の詮や枝も栄養分を  

吸収する事がTIJEEY，TICKNOR，HINSVARK，WITTWER等によりて1952年に発表された．   

栄養分の菓両便用，茎幹使用は其後も実験が行われ実用にも供せらるゝに至りし事ほ周知の通り  

である．  

1．栄養液浸棍 ビ ー カ ー試験   

各種の栄養的化学薬液に稲苗の棍を浸し苗に於ける友応の有無及び生長の良否に及ぼす影響を知  

らんとして次の実験を行った．原液のまゝで酸度は更正しなかった．   

晶 毯：臨調132号．貰：水槽に4月20日播種育成せるもの．   

試験区別：1・馳op水耕液（1000ecに付硝酸石衣10g，硫酸苦土0．25g，真顔酸加里0．25g，埼化加曳0．！鞄，塩  

化鉄痕跡）．2．硫酸アンモニア．8．塩化アン㌧モニア．4．硝酸加里．5．統酸加鼻．6．塩化加里．ア．玉   

顔酸加里．8．沃度加屋．9．硝酸石衣．10，過燐酸石衣．水耕液の他は0．2％水溶液とする．   

試験法：各区溶液00加治宛をど－カーに入れ，6月8日各区10本の苗の棍のみを浸し，室内に並べて調査した．  

生 育 調 査（10太平均）  

6 月15 日  
茎 葉 長  

em  

6 月10 日  
茎 葉 長  

em  

4日17時間の長育  
em  

区   別  6 月 5 日  6 月 8 日  

1．EⅣOP液  

2．硫  安  

8．境  安  

4．硝  加  

5．硫  加  

6，塩  加  

7．霞  鱗  

8・沃  加  

9．碑  石  

10．過  石  

1王．水  

長
 
尾
 
艮
 
艮
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艮
 
艮
 
莫
 
足
 
長
 
良
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5
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b菓  ま く  

0   

2．0  

0  

1．5  

0  

1．5  

9本  ま く  

以上の結果，各溶液に4日以上富根を浸しおくとき・ほ，水耕液のN，P，K，Ca，Mg，S，Fe等の成分  
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を含めるものが当然の事ながら最良好の生育を示し，重燐酸加盟，硝酸石灰等之に次ぎ，硫酸加盟  

硫酸アンモエア等も相当生育せるが，所産加盟（濃厚），過燐酸石灰（酸性）等は全部枯死し，塩  

化加盟，塩化アンモニア等の塩素を含めるものは多少被害を示した．  

2．配′合栄養液i草根ポ ット 栽培試験   

品 種：陸羽132号． 苗：4月20日拓，水槽育成苗．   

試験区別：   

1．硫酸アンモニア0．2％，燐酸加里0．1％．  

2．塩化アン㌧モニア0．2％，燐酸加里0．1％．  

8．硫酸アンモニア0．2％，木衣（木茨より）0．2％．  

4．硫酸アノモニア0．2％，過燐酸石衣0．2％．  

5．硫酸アンモニア0．2％，過燐酸石衣0．2％，硫酸加里0．1％．   

6・塩化アンそニア0・2％，過燐酸石衣0．2％，塩化加里0．1．％．  

7・硝酸加里0．2％，過鱗酸石衣0．2％．  

8・硫酸ア／モニア0．2％，過燐酸石衣0．2プ左；木衣0．2％．  

9．春日井水耕液1）   

10．比較水．   

試験法：6月5日苗を抜き坂り，各区10本宛上記の溶液に琵棍し，6月11日（6日間浸限）ワグネル小ポット1Q 

偶に各1q本ずつ移博して硝子主に間隔を正して置き，無肥料にて隔日筐に略等量の水道水を補い管理した．   

生育調査：浸棍中は毎日，移績后は6月12日，1■隻日，21日，28日，7月8日，17日，28日に調査したるも，こゝ  

には次記のみかゝげ，他は省略した．   

生 育 調 査（10本平均）  

1）春日井氏水耕液より硫酸アンモニア0．2g，燐酸曹  

達0・08g，塩化加里0．0るg，塩化石衣0．002g，塩化苦  
土0．03g，1塩化鉄0．005g（11に付）  
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作物内科療法特に浸棍に関する研究（門前）  

収 穫 調 査  9月27日 収 穫，乾 燥   

各種の肥養素を配合したる液に，稲苫を6日間浸粧して，ポッ‡に栽培したる結果は余り良好で  

なかったが，その内，3，5，6，8区等は此絞水浸より多少良好であったが，水耕液ほ少しく劣  

り，肥料3要素区（7区硝酸態窒素は劣る）は良く，叉木灰を用いたるものは良好であった．  

3．配合栄養液浸根水槽栽培試験   

品   種：陸 羽132号∴苗：水槽育成苗，4月20日播種．   

試験区別：  

0．2％，賓燐酸加里 0．1％．  

0．2％，燐 酸 加 里 0．1％．  

0．2％，過燐酸石衣 0．2％．  

0．2％，木  衣 0．2％．  

0．2％，過燐酸石衣 0．2％．  

0・2％，過肇酸石衣 0・2％，  

0．2％，過燐酸石衣 0．2％，  

0．2％，過臍酸石衣 0．2％，  

1．硫酸アンモニア  

2．墟化アンモニア  

3．硫酸アンモニア  

4．硫酸アンモニア  

5．硝 酸 加 里  

6．塩化アンモニア  

7．硫酸アンモニア  

8．硫酸アンモニア  

加
 
加
 
 

化
 
酸
 
 

墟
 
疏
 
 

％
 
％
 
％
 
 

l
 
 
1
 
 
 2
 
 

0
 
 
0
 
 
∩
）
 
 

里
 
里
 
衣
 
 

木  

9．水  耕  液1）（D即∬ER）．   

10．比  較  水．   

試ノ 験：法：以上の各液を200ecずつど－カーに入れ6月29日水槽より抜取りたる苗を選び，各区10本ずつ棍の  

み浸し，7月8日（4日間置根）水田状態になしたる7k糟に等距離に1本橋となし，無肥料にて水道水を注ぎ，注  

意して管理した．  

1）DET∬玉R水耕液：硝酸石衣1．Og，塩化加里0．25g，硫酸苦土  

0．25g，燐酸1加里0．25g，塩化第2鉄痕跡，水1000ee．  
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生 育 調 査（10本平均）  

移  構  后  
長 cm  8 月1  7 月 8 日  7 月 9 日  試  験  別  

6月2吋7月8日佳日望  最長監l茎覧  最長監l菓覧  

i・硫  安，重 燐 加  

2・塩  安，重 鱗 加  

3．硫   安，過   石  

4・硫  安，木  衣  

5．相   加，過   石  

6・墟 安，過 石，塩 加  

7・硫 安，過 石，硫 加  

8・硫 安，過 石，木 次  

9・水  耕  液  

10・比  較  水  

2．5156．24  ア
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0
 
 
0
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0
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0
 
 
0
 
 
0
 
 

2
 
 
2
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2
 
 

収 穫 銅 査 10月20日刈取乾燥  

9 月 2 日  
試  験  別  梓  長  

lヽtll  
出穂数l億撃数  

1．硫  安，重 鱗 加  

2・墟  安，重 燐 加  

8・硫   安，過   石  

4・硫  安，木  衣  

5．相  加，過  石  

る・塩 安，過 石，墟 加  

ア・硫 安，過 石，硫 加  

8・硫 安，過 石，未 来  

9．水  耕  液  

10比  較  水  

毎
 
お
 
拓
 
4
5
 
 

1
 
 
つ
一
 
一
l
 
 
●
l
 
 

78．6－86．5   

68．5－84．る   

8l．7－48．7   

80．3－55．5   

82．1－ 42．7   

85．0 －56．3   

84．9 －45．5   

80．5－－－58．1   

87．0 －48．1   

ア9．8－41．4  

2
1
 
5
る
 
4
8
 
2
8
 
0
3
 
2
3
 
3
2
 
の
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3
 
∞
 
l
 
l
 
l
 
l
 
l
 
l
 
l
 
l
 
l
 
 
 

配合肥養液に苗板を4日間浸して水槽に栽培せるものは，前試験の6日間浸棍より一般に艮好な  

る成績を得たる車上記の通りであるが，第2区の成績殊に不良なりしほ，生育中6本イナビの食害  

を受けたる為もあり，欝1区も3本食事を受けたものであ 

より相当収量多かりしが，水耕液津棍は余り良好とはいえぬ．之ほ水耕液が各種の肥養素を含める  

のにかゝわらず，その固形分合計の0．175％の少量なるに比し，地区の肥養液の固形分が0．詠一0．6％  

なるため，同一浸根期間中に比絞的多量の肥養分が首体に吸収保有せられしためにあらざるか．  

4．配合肥料液浸根栽培試験   

晶  瞳：陸君182号．苗：水槽育成苗，4月2〇日播種．   

試験区別：   

l■硫酸アンモニア 0．2％，過燐酸石衣 0．2％．  

2・硫酸アンモニア 0，2％，木  衣 0．2％．  
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作物内科憤法特に挺棍に関する研究（門前）  

3・硫酸アンモニア 0．2％，硫 酸 加 里  

4・硫酸ア／モニア 0．2％，過燐酸石衣  

5・疏酸アンモニア 0．2％，過燐酸石衣  

6．水  耕  液（Enop液）．  
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衣
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力
 
 
 

靡
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木
 
 

学
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0
 
 
0
 
 
∩
）
 
 

ア．此  較  水．   

試 験 法：6月30日水槽育成の苗を抜取り，以上の各液を各4個ずつのビーカーに分ち，計28とし，ポット栽  

培，水槽栽培の2系として各1昼夜及び2昼夜浸根の2区に分ち，4区ずつの連関試験を行った．試験用の材料は  

何れも肥料用として販売せるもので，木荻は樹種不明の木茨より集めたもので，各種礪物成分を含むものであり，  

水はすぺて水道水を用いた．匡棍の際各区共原液のまゝで，特に酸度の更正は行わなかった．  

1：ポット栽培1昼夜琵棍区  

6月30日抜取岸根，7月1日ワグネル小ポットに移樺，1区5木橋，相子童管理，無肥料．   

生 育 調 査（5本平均）  

7月1日  
移構前  
最長菓  

lヽltl  

7月ア日－  

6月80日 最長葉      em  

7 月 ア 日  7 月19 日l7 月 81日  
7月81日   

膏  
em  

試   験   別  

軍裏窓「雪‾圏生  最長監f茎覧  

1．硫 安，過 石  

2．硫 安，木 次  

8．硫 安，硫 加  

4．硫安，過石，硫加  

5．硫安，過石，木衣  

6．水 、耕  液  

ア．比  較  水  
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 月叉 穫 詞 査  9 月27日 刈取乾燥  

試 験 別l簑月28㌔l繹 莞m  枇重激重此  

ノ
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花
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乳
閑
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乱
闘
乳
開
乳
閑
乱
闘
乳
閑
 
 

1．硫 安，過 石  

2．硫 安，木 次  

8．硫 安，硫 加  

4．硫安，過石，硫加  

5．硫安，過石，木次  

る．水  耕  液  

7．比  較  水  

79．8－ 47．ア   

88．8‘縫‘59．2   

86．2－59．0  
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8る．5－51．6】25．15  

84．7－58．3   

8る．7－5る．6   

62．8－52．0  

2：水槽栽培1昼夜岸根区   

7月2日抜取渾板，7月8日3尺平方水槽，移樺，1区5本題．無肥料栽培管理  

生 育 調 査（5本平均）  

7月8日－－  
ア月81日  

生  育  
em  

7 月 8 El  7 月19 日  ア 月 81日  

蓋！茎木  
7月2日 最長菓  

Iltll  

試験 別  

最慧葉l集枚数  最悉秦ー茎太数  
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岩手大学学芸学部研究年報 第12巻（1957）第2部  

】採 種 調 査  

8：ポット栽培2昼夜浸棍区   

6月恥日抜取浸棍，7月2由ワグネル小ポット移槽，1区5木簡，硝子室管理，無肥札  

生 育 調 査（5本平均）  

7月7日  

最長葉  
7月2日 移構前       em  

ア 月 81日  7 月19 日  7 月 ア 日  

6月30日 最長葉      l－tll  

試   験   別  
最長監！茎驚   

1．硫 安，過 石  

2．硫 安，木 賽  

3．硫 安，硫 加  

4．硫安，過石，硫加  

5．硫安，過石，未来  

6．水  耕  液  

ア．．比  較  二水  
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作物内科療法特に彦根に閑する研究（門前）  

収 穫．調 査  9 月 27 日 刈取乾燥  

試 験 別璽  8 月 28 日  
熟  度  

枇夏敬重此  う扱粒数  
程 莞m岳全霊量                  g   

乳  熟 9  
開花中 2  
乳  熟 4  
開花中 5  
乳  熟 4  
開花中 る  
才L  熟。7  
開花中 3  
乳  熟 6  
開花中 4  
乳  熟 7  
開花中 2  
乳  熱 8  
開花中1  
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0
 
 
0
 
 

1．硫 安，過 石  

2．硫 安，木 次  

3．硫 安，硫 加  

4．硫安，過石，硫加  

5．硫安，過石，木次  

6．二水  耕  液  

7．比  較  永  

82．5 － 57．4   

94．9 －59．3   

83．7・－－づ1．8   

90．4 －63．9   

84．l－53．0   

90．3 －60．8   

8：2．る－53．0  

4：水槽栽培2昼夜浸棍区   

7月2日抜取浸棍，ア月4日3尺平方水槽移曙，1区5本橋，無肥料栽培管姓  

生 育 調 査（5本平均）  

7 月 81 日  ア 月 19 日  7 月 9 日  
試   験   別  

最長慧】茎 禦  最長悉】茎  穀長針葉 驚  
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1．硫 安，過 石  

2．硫 安，木 次  

3．硫 安，硫 加  

4．硫安，過石，硫加  

5．硫安，過石，木爽  

6．水  耕  液  

ア．比  較  二水  

収 撞 調 査  

10月13日刈  
試  験  別  
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1．硫 安，過 石  

2．硫 安，木 次  

8．硫 安，硫 加  

4．硫安，過石，硫加  

5．硫安，過石，木次  

6．水  耕  液  

ヤ．比   較  水  

86．4－55．5   

88．7－54．る   

95．6－32．9   

97．4－5ら．3   

90．7－64．4   

8る．1－5l．8   

83．6－－る9．4  

以上4回の配合肥料液浸牒栽培試験らま，1昼夜2昼夜浸蔵に区別し，各ポットと水槽とに栽培し  

たるに，1昼夜浸棍の方が2昼夜浸根に比し，両区共に一般にすぐれた成績を得た．前記6昼夜資  

根ほ成績良からず，4昼夜浸棍は相当良好であったが長日に央し，1昼夜浸根にて生育収量に良く  

反応する事を示し，以前より度々行いたる硫酸ニコチン浸棍の試験にて薬酒粗，2，3化供虫等が  

一 読トーー   
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1昼夜にて大抵死せし事ほ，硫酸ニ  

コチンが吸収せられし事を示し，前  

記色素塩類等の吸収実験にて非常に  

早く吸収せらるゝものあり，鉄塩類  

にても1昼夜以内に吸収せらるゝ事  

を証した．   

成績は必ずしも一致しなかった  

が，1昼夜浸棍苗は比毒交の水浸根に  

此し何れの区も艮成績を示し，殊に  

4．硫安，過石，硫加区は水槽，ポ  

ット共最良であった事ほ，適当なる  

肥養液に首の根を浸して移植すると  

きは其後の生育成熟に好影響を及ぼ  

したものと考えられる．木灰加用区  

は硫酸加男に比し多少劣れるが，相  

当の収量を得た．之ほ加重の欠亡の  

際代用として有望である．2昼夜浸  

根区に，此奴水浸板に比し成績劣れ  

るものありしは，長期浸板の影響に  

あらざるか．  
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 集8図 配合肥料液浸板成績   

第3図 配合肥料液浸棍試験成統   

冊1昼夜浸板ポット栽培  

－－－－－・同上水槽栽堵   

－－－－－ 2昼夜浸頓ポット栽培  

・・・・－－…・t l司上水糟栽培  

5．大二麦笛栄養液浸棍鉢試験  
品 檻：穂揃．苗：苗床育成苗，11月1日蠣取．  

試験区別；  

1・硫酸アンモニア0．2％，  

2．硫酸アンモニア0．2％，  

8．硫酸アンモニア0．2％，  

4．硫酸アンモニア0．2％，  

5．硫酸アン㌧モニア0．2％，  

る．疏酸アンモニア0．2％，  

7．硫酸アンモニア0．2％，  

8．硫酸アン㌧モニア0．2％，  

9．硫酸アンモニア0．2％，  

過燐酸石衣0．2％，硫酸加里0．1％．  

過辟酸石衣0・2％，硫酸加里0．1％，硫酸苦土0．05％．  

過購酸石衣0．2％，木次0．2％  

過燐酸石衣0．2％，木衣0．2％，硫酸苦土0．05％．  

木次0．2％，硫酸苦土0．05％．  

過燐酸石衣0．2％，硫酸加里0．1％，硫酸苦土0．05％，珪酸曹達0．04％．  

過燐酸石衣0．2％，木次0．2％，硫酸苦土0．05％，珪酸曹遵0．04％．  

過燐酸石衣0．2％，木衆0．2％，硫酸苦土0．05％，ウスブルン0．1％．  

木衣0．2％，硫酸苦土0．05％，珪酸常連0．04％．  

10．此較水産棍．  

試験法：11月1日大麦苗を囁坂り，1昼夜間上記各区の水溶液に浸板して，素焼尺鉢に1区5本ずつ正しく等   

距離に構えて，硝子室内に並べ管理し，冬季は枯死を陳ぐ為め畑に鉢の部分を土中に埋めた．小麦も同様の試   

験をなせるも，食料欠乏の際切り去られて成績を得られなかった．  

ー！誠一   
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3・硫  安，過  石，木  次  

4・硫 安，過 石，木 衣，硫 苦  

5・硫  安，木  衣，硫  苦  

6・硫安，過石，硫加，硫苦，珪嘗  

ア・硫安，過石，木衣，疏苦，珪嘗  

8・硫安，過石，木衣，硫苦，ウスプルソ  

9・硫 安，過 石，木 次，珪 暫  

10・比  較  水  置  棍  
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不充実  4．53   
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3．60  

93．4   

171．6   

74．2  不充実   

4．85100．0  

大麦苗を各程肥養液に1昼夜浸板して，素焼鉢に栽培したる結果によると，（2）硫安，過石，疏加  

に硫酸苦土0・05％加えたるものほ（1）に比し，雪腐を減じ，収量を僅に増し，糾の硫安，過払木灰  

に硫酸苦土を加用せる区ほ，（3）区に比し雪腐が少く収量を増加し，（1）（2）区の疏加を用いたるものよ  

り（3）勘区の木灰を用いたるものが増収を得た．（5）区の過右を欠きしものほ，結其悪く（6）（7）区の珪酸  

曹達を加えしものは，何れも良好ならず，此点（9）区も同様なるが如く，（7欄区には木灰を使用した  

るも結果はよくなかった．（8J区にはウスプルンを加用したるに，成績ほ良好で草腐は少かった．（1）  

伺（3）勘及び（8）区等の肥料3要素配合液に津軽せるものは，比絞の水浸板に比し著しく増収を待たる  

ほ浸棍申何程かの肥養分を吸収保持し，それがその後の生育成熟に好結果を来せるものと考えられ  

る・（硯7）（9）区も3要素を配合せるも成績不良なりしほ，珪酸曹連を加えしためか明かでなく以前の  

成績に反する結果を得た．  

6．甘藷苗肥養竜夜浸根畑試験   

稲麦等の苗を，栄養液に浸板して移植するときは生育良好茎数増加し，増収を得らるゝ事ほ以上  

試験の結果明かになれる様であるから，甘藷苗も浸板移植すれば同様に効果ありや否やを知らんと  

して次の試験を行った．  

品 種：関東3 号，   苗：電熱苗床育成苗  

試 験 法●・8月2日竃熱苗床より4零苗を切り．注意して同様のものを選び，午後4時上記各区別に6本以上   

浸仮し，同月3日午後4時各区3本ずつ2区制として畑に船底碍となし，周囲に番外苗を構えた．  

成   績   
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試験の結果肥養捌こ浸板したものほ3区共比較の水浸根区に比し，2倍弱乃至3借弱の増収とな  

りたるが，本試験は晩植なりし為め正しき結果という事が出来ず，1区Aが故障の為め硫酸加里の  

効果が明かでなく，1区，3区共2区に劣り硫酸苦土の効果は認められなかった．  

7．甘藷苗肥養液浸棍鉢試験   

品 種：閑常1号．   苗：温床育成苗．   

試験区：肥毒液浸棍の効果を，1尺5寸の大乗煉鉢にて試験したるものであるが．肥毒液は前試験の2区と同様  

にて硫酸アン㌧モニア0．25％，過燐酸石衣0．25％，木次0．1％の溶液を用いた．   

試験法：6月5日渾棍同7日まで40時間浸棍して，比較の水琵限とを大素焼鉢に各1本を植え，硝子室におきて  

注意管理した．成績次の通りであった．  

成績は明に肥養液浸棍が優れる事を示した．  

8．甘藷苗水耕液肥養液浸棍畑試験  

品 種：護国種及び沖縄百号を用いた．  

試験区：  

l．圧ansteenlくranner（Ⅲ．R．）2倍濃度水餅液．   

2．肥毒液 硫酸アンモニア0．25％，過廃酸石衣0．25プ∠，天衣0．1％．   

3．Mat】in8倍濃度水餅液．   

4．比較水産根．   

5．2肥毒液に硝酸マンガン0．05％加用．   

6．Matlin水耕液に硝酸マンガン0．05％加用．   

7．M乱tlin水耕液に生長ホルモ／0．01％加用．  

試験法：護国及び沖維百号共温床育成苗にて，6月9日午後4晴上記各液に産棍，同10日午後4時1昼夜浸棍の   

後よく整地したる畑地に睦巾2尺5寸株聞1尺の高瞳に各区7本ずつ斜稽となし，時々測定した成頃は次の通   

りであった。  
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結果を考察するに，各区共肥養液に津軽せるものほ比較に比し大抵茎葉繁茂し収量も多かった  

が，護国種と沖縄官尊種とは必ずしも一致せザ，前程でほ肥養掛こ硝酸マンガンを加えたる区及ひ  

肥養液区が収量多く，後種ではH，K，及びMatlin濃厚水耕液に浸躾せるものが増収を得た  

ほ護国種が硫酸アンモニアを窒素源としたる液にて，沖縄官号接が硝酸態窒素を用いたる液にて増  

収を得たるものであって，偶然の結果か，種類により異態窒素が適するものかにわかに判断しがた  

Vヽ．  

9．葱苗水耕液等浸棍鉢試験   

品 種：下 仁 田 葱．  筒：苗床育成苗8月15日揃取．   

試験区：   

1．ロansteen Er托nⅥer水耕＝液．  

2．硫酸アン㌧モニア0．25％，過燐酸石衣0．25％，木賽0．1％．  

8．M8tlin水耕液．  

4．此絞水窪棍．   

試験潰：8月15日葱首を上記各区の液に4本ザつ浸根して，1昼夜の后同16日各区2鉢に2本ずつ素焼8寸鉢に  

構付け，計8鉢を硝子室に並べ管理調査した．成績次表の通りであった．   

試験の結果，葱苫を水耕液等に1昼夜浸摂して移植するときは茎葉が著しく繁茂せる事を示し，  

硫酸アンモニアを用いたる肥養液にてほ比較の2．5備に生育し，硝酸態窒素を用いたるMatlin液  

にては2備に達したるがH．K．水耕液にては余り繁茂しなかった．  

Ⅸ．肥養液殺虫剤抗癌剤混用に関する実験  

A．配合栄養液硫酸ニコチン加用ガット試験   

品   種：稲陸羽132号．   筒：苗代育成稲尊潜虫自然寄生苗．   

試験区別：   

1．硫酸アン㌧モニア0．2％，鏑酸加里0．1％，硫酸ニコチン0．1％．  

2．硫酸アンモニア0．2％，木次0．2％，硫酸ニコチ／0．1％．  

3．硫酸アンモニア0．2％，過燐酸石衣0．2％，硫酸ニコチン0．1％．  

4．硫酸アン∴モニア0．2％，過燐酸石衣0．2％，木次0．2％硫酸ニコテソ 0・1％．  

5．硝酸加里0．2％，過燐酸石衣0．2％，硫酸ニコチ／0．1％．  

る．硫酸アンモニア0．2％，過燐酸石庚0．；％，硫酸加里0．1％硫酸エコチこ・′ 0．1％．  

7．水耕液1）＋硫酸ニコチン0．1％．  

8．水耕液1）（デ1、マー氏）．   

試験蔑：6月ア白組寄生苗を苗代から抜取り上記各区の液に10本ずつ4日間浸棍し6月11日ワグネル小ポットに   

10本ザつ移植して硝子室におき管理調査した．  

1）Detmer水耕液 硝酸石衣1．Og，塩化加里0．25， ■  
硫酸苦土0．25，燐酸1加里0．25，塩化第2鉄痕跡水1000cぐ．  
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ア 月 7 日  6 月 28 Ⅱエ  

生  育  調   査  
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以上の結果何れの配合栄養液又は水耕液にても硫酸ニコチン0．1％を加えたるものは苗菓に寄生  

せる菓潜組ほ殆ど死し水耕液単用のものゝみ組が生存したから硫酸ニコチンは此種類の栄養液なら  

ば何れに加用するも，早く化蠣せるものは別としてその殺虫効力を殆ど失わぬであろう事を知り得  

た・N源としてアンモニアと硝酸とを用いたる区の間に生育収量共明かなる差がなかった．   

デトマー水耕液は稀薄で（固形分0．175％）はあれど殆ど完全に栄養素を含んで居るものと認め  

らるゝが他の配合肥養分（固形分0．4－0．5％）に浸橿せるものと収量に於て大差がなかった．水耕  

液に硫酸ニコチンを加用せるものほ少しく増収を得た．  

B．配′合肥養液硫酸ニコチン加用ポット試験   

苗：苗代育成葉潜虫自然寄呈苗．  品  種：陸胡132号．  

試験区別：  

1・硫酸アンモニア0．2％，過燐酸石衣0．2％，木次0．2％，硫酸ニコチン0．1％．   

2・硫酸アンモニア0．2％，過燐酸石衣0●2％，硫酸加里0．1％，硫酸ニコチン0．1％．   

3．水耕液＋硫酸ニコチン0．1％，   

4．水耕液単用（デトマー氏）   

5．比 較 水  

試験法：6月8日葉潜組自然寄賀苗を苗代から抜坂り各区10本ずつ上記の液に琵根し6月11日3日後ワグネル   

小ポットに移植し硝子室におき注意管理調査した．  
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90．1－70．9   

89．8…69．2   

93．0…78．2   

92．1－－68．5  

本試験に於ても配合肥料液及び水耕液共に硫酸ニコチンを加用せるものは扱が全死し，水耕液及  

び水にては組が死ななかった．木灰疏加加用区は共に収量が僅か多かった．水耕液単用が著しく成  

績不良なりしほ原因が明かでない．  

C．稲苗肥養液苦土駆虫剤加用試験  

苗：苗代育成苗6月17日抜取．   品 種：陸 羽132号．  

試験区：   

1・疏酸ア／モニア0．2％，過鱗酸石衣0．2％，硫酸加里0．1％．   

2・硫酸アンモニア0・2％，過燐酸薬石0．2％，水薬0．2％．  

8・第1区の液に硫酸苦土0．05％加用．  

4・第2区の液に疏酸苦土0．05％加用，  

5．第1区の液に硫酸ニコチン0．1％加用．   

6・第2区の液に硫酸ニコチン0．1％加用．   

ア・第1区の液に令煙草吸殻0．25％加用．   

8・第2区の液に駆虫用粉煙草0．25％加用．  

9・日ansteellEranner水耕液1）．   

10．比較水主蔓板．   

試験法：6月申に本田，ワグネル小ポット，木製水槽（3尺平方）の3系に分ち各上記箆棍液を製しど－カー又  

はポットに入れてl昼夜間置棍し，取り出して水道水にてよく根を洗い薬液を去りて後移礪した．ポット及び水槽  

は甲乙2区とし注意して生育調査等を行いたるもこゝには籾収量のみ平均して挙げた．ワグネル小ポットは6月17  

日匡棍，同1引ヨ移構，各区b本楯とす．木製水槽（8尺平方）る月17日摂取，同18日移植，各区5本楯とす．本田  

ほ第1乃至第5区と第9区のみとし6月11日浸限6月12日移稽を行った．成績次表の通りであった．  

1）HansteenIくr弧ner水耕液（月∵K．）はⅣ源とし  

て硫酸アンモニア，硝酸石衣の何れを使用するも可  

なりというものにて水稲用として疏酸アンモニアを  
用いた．  

配合量：硫酸アンモニア0．285％，塩化石衣0．11％，  

蚤燐酸加里0．09％，硫酸苦土0．12％，塩化君達0．03  

％．  
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誓2十撃1＋警2＋警1十芸2鳩首・女儀法歪  
整慧慧監禁1＋  

コ  コ  革  液  

a ポット甲乙平均． b 水槽甲乙平均． e 本田6，7，8区は設けず．  

第4 図 肥義液硫酸苦士，ニ コ チン加用栽培成績  

ガット 水槽，本田にて連関試験をなしたる結果，欝1区硫酸加盟，第2区木灰加用は大差なく，  

増収し，不足せる硫酸加盟を木灰にて代用し得ることを示し，硫酸苦土，硫酸ニコチン加用ほ良否あ  

りて一致せず，煙草吸殻を加えたるものほガット 水槽共良好なりしが駆虫用粉煙草ほ良好ならず  
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H．X．水耕液（硫酸アンモニア）は相良好であった．本田弟6，7，8区ほ土地不足のため試験区  

を設けなかったが，他各区共比校区に比し著しく増収し，他のポット水槽甲乙平均にて弟1，2，  

6，7区等は共に相当増収を挙げた．  

D．稲苗浸紋剤硫酸ニコチン加用ぷソト試験1〉  

苗：苗代育成苗．  品 種：陸三羽132号．   

試験区：  

1．疏酸アンモニア2．5g，過燐酸石衣2．5g，木次0．7g，硫酸ニコチン1．Occ，水11．   

2．比較水産根．   

3．硫酸アンモニア2．5g，過燐酸石衣2．5g，木衣1．Og，水1l．  

試験法：6月13日苗代より抜取りたる苗を上記各液に浸棍し1昼夜後同14日ワグネル小ポットに各区1本ずつ移   

博し肥料を与えザ硝子宝に置きて管理調査した．   

水耕液は通例永きに亙りて植物を栽培するに用いられるため比絞的稀薄であるが，浸根剤としで  

は短時日津軽するためか水に浸根するのと余り差なく，増収の目的を達し得ないので一層濃厚にて  

肥料を主とする浸棍剤を製して1日間浸板試験したるに上表の如く茎葉の繁茂は劣れるも粗収量に  

於て20－32％を増加した．斯る成績から浸棍剤の配合量が導かるゝに至った．  

E．稲苗浸蚊剤硝満，珪曹，加用ガット試験  

苗：苗代育成苗．  品種：陸羽182号．   

試験区：  

1．硫酸アンモニア2．5g，過燐酸石衣2．5g，木衣0．7g，硫酸ニコチソ1ee，水1000ce，（中性）．   

2．硫酸アンモニア2．5g，過賄較石衣2．5g，木次1・Og，水10∞ce，（中性）．   

8．比較水浸棍．   

4．1区＋硝酸マンガン0．5g．   

5．2区十硝酸マンガン0．5g．   

6．1区＋珪酸曹達0．5g．   

ア．2区十珪酸曹達Ot5乱   

8．比較水浸棍．  

試験法：苗代育成の筒を選び，6月1柑午前浸択，同12日午前1昼夜を経たる後引上げワグネル小ポットに1区   

3太ずつ8角形に移博し，硝子室に並べて注意管理の上調査した．  

l）門前，琵棍剤に関する2，8の実験一日本応用屋虫学会応用動物学会，合同大会講演（1952）・  
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4・1区＋硝滞  

5・2 区＋硝満  

6・1区＋珪嘗  

7・2 区＋ 珪嘗  

8・比  較  水  

9．比較2区平均  

94．0－70．0   

90．0∬66．5   

90．0－ア3．0   

92．5－77．0   

90－0一・72．5   

93．3－70．0   

43・0 童  
■  

44・0い・  

以上ポット試験の結果によると肥料用の硫安，過石，木灰を配合せる浸板斉銅こ硫酸ニコチン0．1％  

を加えたるものほ生育ほ始め梢後れたるも収量は却って増加した．殺虫浸棍剤に硝酸マンガンを加  

えたるものは硫酸ニコチン不加用のものより生育は良好なりしも収量は楯劣った．珪酸嘗達加用は  

硫酸ニコチンの有無によりて余り差を示さず成績が良好であった．硝酸マンガンは微量栄養素とし  

て珪酸曹達ほ坑病剤として津軽剤に混入し得るものと認められる．  

F．浸根剤珪酸曹連加用試試験   

珪素を施すときは作物の病菌に対する抵抗性を増進するとは広く唱えらるゝ所で本試験は稲の病  

嘗並に生育に対する影響を知らんとして少量を加用した．  

工．ガット栽培試験   

品 種：陸羽132号．   

試験区：  

苗：苗代育成苗．  

1・硫酸アン㌧モニア2・5g，過鱗酸石衣2．5g，木次0．指，珪酸嘗達0．緒，硫酸ニコチン1．0ぐe，水11．   

2・硫酸アンモニア2・5g，過燐酸石衆2，5凱木衣1．Og，珪酸曹達0．5凱水11   

8．此較水浸棍．  

試験法：6月1柑苗を上記の各液に浸擬し，同12日1昼夜後ワグネル小ポットに1本ずつ揮え硝子室に置きて管   

理し調査した．   

試験の結果浸板剤に珪酸曹連0・05％加えたるものほ何れの区もよく繁茂登熟したるも病害ほ殆ど  

全く発生せず接梧試験も行わなかった．  

Ⅱ．∧本田栽培試験   

品種，試験区，前ポット試験に同じ．   

試験法：6月11日前記匡棍剤に棍を浸し1昼夜複本田に東西8寸南北6寸l坪75株，1株3束樺となし栽培管理  

した成績次の通り．  

ー6年－   



作物内科療法特に琵板に調する研究（門前）  

上記試験の成績によると澄枝剤に珪酸ソーダ0．05％を加えたるものほ害虫も少く収量も増加した  

るがtl）の硫酸ニコチンを加えたものほ多少収量が劣った．  

G．浸板剤硫酸苦土加用本 田試験   

品 種：陸君182号．   苗：苗代育成酉．   

試験区：   

1．硫酸アンモニア2．5g，過燐酸石衣2．5ぎ，大友0．7g，硫酸苦士0．5g，硫酸ニコチン1・Ocぐ，水11．   

2．硫酸アン㌧モニア2．5g，過燐酸石衣2．5g，木爽1．Og，硫酸苦土0・5g，水11．  

8．比較水産板．   

試験法：6月11日上記各液に苗の棍を浸し剛2日1昼夜後本軌こ畦間8寸，株間6寸，1坪75株として1株3本  

ずつ移梧した．  

6朋0日20株l7月28日弓箆l8牌日20株鞘  1坪 収 司夢 調 査  

遜こ 田 成 慌   
頒莞l茎数】 醍笥枇㌔桓此  葉馳，同蠣l生虫雛ヶブl葦監  
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本試験に於ては，浸棍剤に硫酸苦土と硫酸ニコチンを加用せるものと硫酸苦土のみを加用せるも  

のを比絞するため本田に栽培せるに，組は此餃の半ば下以に減じて抵抗性を示し，収量は増加する  

事を示した．  

Ⅱ．設虫浸板剤硝酸マンガン加用試験   

設虫浸根剤に硝酸マンガンを加用するときは，稲の生育収量に好影響あることは前記ガット試験  

にて明かなるが本田及びガットにて次の試験を行うた．   

品 種：陸 羽i82号．   苗：苗代育成苗．   

就鹸区：   

1．硫酸アンモニア2．5g，過燐酸石衣2．5g，木衣0．7g，硝酸マンガン0・1g，酪酸ニコチンl・Ocぐ水11．  

2．疏酸アンモニア2．鞄，過痢酸石衣2，5g，木突l．Og，硝酸マンガン0・1g，水Il．  

a．比較二水運限   

試験法：6日11日稀苗の板を上記各液に浸し1昼夜後剛2日本田には南北8寸，葛西6寸，1坪75株，1株3本  

ザつ移植し1区を10坪として親準肥料を施して栽培した．ポットには同日に1鉢8本橋とし硝子童管理とす．  
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殺虫剤硫酸ニコチンの外に微量の硝酸マンガンを加えたものに浸棍せるに葉潜組にも効あり，粗  

収量も多き事を示した．マンガンほ微量要素として効果がある様である．  

工．濃厚浸根剤木灰硫酸工 

濃厚なる浸棍剤（硫酸苦土，珪酸曹達）に硫酸ニコチンを加用しても防虫の効果ありや否やを知  

らんとして次の試験を行うた．   

品 種：陸 勿132号．   苗：苗代育成苗   

試験区：   

1．殺虫浸限剤 硫安2．5g，過石2．5g，木次8．Og，硫苦1．Og，珪嘗1・Og，硫エコl・Oce，水1l・   

2．畏敬剤 硫安2．5g，過石2．5g，大衆3．Og，疏諾1．Og，珪曹1・Og，水11．  

3．比較水浸板   

試験法：6月8日苗を抜き取り苗代田に浸しおき岡9日，上記各液に浸棍し剛0日1昼夜後に本田に移植し害虫  

及び生育調査を行うた．  

収量調査  9月30日刈坂1坪75株対角線刈成績  

備考；損失穂とは乾燥中誰かに穂のみ切り去られし数にて更正値を計算したるも正確とはいえぬが良好ではなか   

った．濃厚浸板剤に0．1％の割合に硫酸ニコチンを加えたる頓にl昼夜岸根したるものも1ケ月後害虫に対し   

相当の抵抗性を示した．  

J．濃厚浸棍剤生長ネルモン，硫酸ニコチン加用ガット試験  

品 種：陸 羽132号．   百：苗代育成苗．  

試験区：  

1．硫酸ア／モニア2．5g，過燐酸石衣2．5g，木次8．Og，硫酸苦土1．Og，珪曹1・Og，硝マン 0・Olg，硫酸  

ニコチン1．Oce，水1l．   

2．比較水浸棍   

8．生長ホルモソl）0．01g，硫酸アン㌧モニア2．5g，過燐酸石英2．5g，木次8．Og，硫酸苦土1．Og，珪酸常連   

1．Og，水1l．   

4．硝酸石衣2．5g，墓顔酸加里0．9g，硫酸苦土1．2g（化学業晶），水11．  

試験法：6月10日午前ソ時苗を選びビーカーに上記各種液を1立ずつ入れて撃取し6月11日午前9時引上げて水   

田に仮構しおき同12日午前ワグネル小ポット（5万分のl反）に8本ずつを移礪し硝子室におき時々位置を転   

換して管j空した．  

1）ヘテロキシソ，β→indolaeetie ae拍．  
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固形分1％に達する濃厚浸棍瓢こ硫酸ニコチン及びヘテロキシンを加えて試験せるに前者は良好  

の成績を得たるも後者ほ此奴区に及ばざる結果を得た．勘区の化学薬品を用いたるものは精良結果  

を得た．  

K．津軽剤硝酸マンガン加用本田試験   

棺濃厚なる浸株剤（固形物0．76％）に硝酸マンガン及び硫酸ニコチン0．1％を加用するときはそ  

の設虫効力及び収量に如何なる影響ありやを知らん為め次の試験を行うた．   

品 種：陛 羽182号．  酋：苗代育成苗   

試験区：   

1・硫酸アン㌧モニア2・5g，過燐酸石衣2・Og，木衣2・5g，硫酸苦土0・5g，硝酸マンガン 

yl．Oeぐ，水Ii．  

2．（1）区と同様で硫酸ニコチンを入れぬ．  

3．比較水窪棍．   

賦：6月8日苗の棍をよく洗い上記各液に置を浸し1昼夜後同9日本田に瞳間8寸，株間6寸，1坪乃株，   

1株8木簡として管理した．   

稽濃厚浸棍剤に硫酸ニコチン0．、1％及び硝酸マンガン0．01％を加えた液に稲貰を1昼夜渾根栽培  

したるに稟潜蝿2化虫の寄生を半減したる事前の本田試験と殆ど同結果を得，前試験浸棍剤より過  

石，木灰，硫苛の量を減じ珪曹を放き硝満を加えたる本試験にてほ前のポット試験と同様の成蹟を  

得た．  

t．浸根剤硝酸マンガン加用ガット試験   

前試験の如き精濃厚浸棍剤に浸しぷツト試験を行うた．   

品 種：陸 刀182号．   苗：苗代育成苗．   

試験区：   

1．硫酸アンモニア2．5g，過燐酸石衣2．Og，木次2．5g，硫酸苦土0・5g，珪酸常連0・5g，硝酸マンガン0・1g，  

硫酸ニコチン1．Oce（水11につき）  

2．（1）区と同じ酉己含量にて硫酸ニコチンを欠く．  

8．比較水置野．   

試験法：6月8日苗代より苗を抜き取り普通の如く苗代の水中におき岡9日上記各液に浸駁し，1昼夜後岡10日   

ワグネル小ポットに各区8角形の8太稽となし硝子皇に並べて管理した．  
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硝酸マンガン0．01％を浸根斜に加用せる結果ほ硫酸ニコチンを入れしものより入れざるものゝ方  

が収量多く成績が良好であって，前試験の成績と梢反対になれるが，之が硫酸ニコチンと同時に珪  

酸ソーダを用いた結果かとも思われ前にも斯る成績を待た事がある．  

M．殺虫浸棍弄びマトリン水耕液比蔓交本田試験   

Ⅳ源として硝酸塩を用ゆるマトリン水耕液と硫酸アンモニアを用ゆる稽濃厚なる浸根剤との何れ  

が，水稲の生育収量に適するかを知らんとして次の如き試験を行うた．   

品 種：陸 弱132号，   苗：苗代育成苗．   

試験区：   

1・硫酸アンモニア2．うg仁過鱗酸石衣2．Og，木次2．5g，硫願書土0．5g，硝竣マンガン0．1g，硫酸ニコチン  

l．Oce，水1000ee．   

2・マトリン水耕液 硝酸加里0．9g，硝酸石衣0．75g，硫酸苦土0．256g，酸性燐酸石衣0．18g，水1000eぐ．   

8．．比 較 水．   

試験法：6月12日苗代苗を抜坂りて上記各液に浸棍し翌18日本田に南北8寸，東西6寸，1坪75株，1株3本ず  

つを移構して管理調査した．   

設虫浸根剤とマトリン水耕液浸棍との比較にては前者の収量が稗優りたるが浸棍剤が濃厚である  

事と水稲用として硫酸アンモニアを用いたる為めでないかと思われる．  

N．稲苗水耕試験（浸棍斉軋水耕液）   

稲富津根剤としてアンモニア態窒素と，硝酸態窒素とを使用したるが，共成蹟区々にして良否不  

明なりし為めⅣ給源として硫酸アンモエアと硝酸石灰との比攻をなさんとして硫酸アンモニア使用  

の浸棍剤と両態窒素を用いて可なりという，HansteenKranner水耕液を用いて水耕試験を行うた．   

品 種：陸 君132号．   苗：ポットにて無肥料育成苗．   

試験区：   

1・比較水（各区共】000eeに付）   

2・浸版剤硫酸アンモニア1・2執過燐酸石衣1．25g，木次1．5g，硫酸苦土0．25g，珪酸曹達0．怒g，硝酸満  

席0．05乱   

3・月・軋水耕液硫酸アンモニア1．18g，塩化石衣〇．5るg，重燐酸加呈0．45g，硫酸苦土0．615g，塩化嘗達  

0・1舞，塩化鉄痕跡．  

4・日・E・水耕液硝酸石衣1・18他は硫安を除き種類も分量も脚区と同様．   

試験法：苗を選び棍を10emの長さに切り水群語に上記各液を1立ずつ注ぎ入れ6月∂0日甫を1太ずつ挿入し碑  
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子宝に置きてl週間毎に液を取巻え調査した．   

作物に対するアンモニア塩及び硝酸塩1）2）3）ヰ）の優劣は己に度々試験せられたるが，渾綬剤と共に  

水耕試験の結果は上表に示せるが如く初め略相似たる苫を用いたるに拘らず，10日頃よりその生育  

に明かなる差が認められ，硫酸アンモニアを用いたる（3）区の月」：K．水耕液は最良く生育し㈲区の  

浸板剤之に次ぎ糾区の硝酸石灰を用いたるH．R．水耕液区は此奴の水に余り差異なき生育を頚し  

（2）（3）区は益生育し，緑色を呈し健艮に見えたるに（1潮区ほ約4週間後にほ葉が変色し来り，病的外  

観を呈するに至った．（2）の浸棍都区は（3）のH．K．硫安区に比し，初めほ生育劣りたるも5週目に  

は反対に（2）区の方が草丈も高く，葉も濃緑となり最良好となった．比較水区ほ当然でほあるが，分  

ケツもせず葉数も少く最貧弱なる生育を示したるが，棍は之に反し他の何れの区に比するも最長く  

発育し6週目までも続いて生育した．之ほ養分の欠亡のため茎葉の生育よりは板の生長に向けらる  

ゝためか不思議な三睨象である．   

澄枝剤ほ前試験などに普通用いし各塩類の半量の稀薄液を用い水耕液と楯似たる濃度となしたる  

がH．X．硫安水耕液に比し草丈，分ケツ，乗数等優り大に繁茂するに重りて成熟までほ栽培しな  

かったが名ある水耕液に優る成蔵を得た．   

大こ麦にても之と似たる水耕試験を行いしに秋の問の生育ほ似たる傾向を呈したるも越冬中枯れて  

成績を得られなかった．  

0．…殴虫浸棍剤，抗病浸棍斉虻ヒ餃ポット試験   

殺虫浸棍剤として硫酸ニコチン0．1％，抗病渾板割として珪酸曹速0．05％を浸板邦に加用し稲の  

生育収量に如何なる結果を来すかを知らん為め次の如きガット試験を行うた．   

品 種：陸 弱182号．   箇：薗代育成嵐  

l）NAOAOEA，On the behavior of the rice plant  

to nitrates and ammonium salts．Bull．Coll．  

Agr．恥）kyrりmp．Univ．，6，（1904）．  

2）lltTTCt（INSONandMILI・ER，Direct assimi1ation  

Of ammonium salts by plat）t．Jour．Agr．Sci．，  

3．（1909）．  

3）SomIⅣER and SEIⅣⅣER，Ⅳitr¢酢nOuS SOil  
COnStituents andtheirbearjngof soilfertility一  
口．S．おlれSoil，Rullり87．（1912）．  

4）深城貞義，稲の水中墳墓に於ける窒素源としての  

アンモニア及硝酸塩の栄養価値に就いて一九州帝大  
農学部学芸雑誌 第8巻 第8号．  
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試験区：  

1．硫酸ア／モニア2．5g，過燐酸石衣2．Og，木衣2．5g，硫酸苦土0．∈暗，硝酸マ／ガン0．1乱 流酸ニコチン   

】．0肝，水11（中性）．   

2．硫酸アンモニア2．5g，過燐酸石衣2．Og，木次2．5g，硫酸宇土0．5g，硝酸マンガ／0．1g，珪酸常連0．5g，   

：水11（中性）．   

3．此較水浸棍．  

試験法：6月22日上記各液に苗の棍を浸し同23日1昼夜後ワグネル小ポットに8角形a本橋となし硝子童に並べ   

て調査した．  

以上の結果（1）（勾両区は此故に比して生育は劣ったが収量に於ては明かな差が認められ，殊に（1）区  

硫酸ニコチンを加えたるものは（2）区の珪酸官選を加えしものに比して粗の収量が多かった．硝子窒  

ガット栽培にて害虫も病害も少しも発生しなかった．  

P．殺虫浸板剤本田革験   

設虫淫根剤として浸棍剤に硫酸ニコチン0．1％を加えて害虫並に稲の生育収量に対する影響を試  

験せる結果次の通りであった．   

品種：首等は前試験同様．   

試験法：6月11日浸棍，同12日1昼夜の後常西7寸5分南北6寸5分，1坪80株として管理調査した．  

害  虫  調  査（100株につき）   

硫酸ニコチンを加用せる殺虫浸棍剤は前に記せる試験の如く，菓潜蝿薦2化虫を約半減し生育良  

好にて収量を増加した．  

X．稲 富 津 根 ま  

A．稲苗浸根切断扱取比較試験  

苗を色素，薬液等に浸根するときは板を切断せるものほ金枝無傷のものより早く，皇色又は反応  
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する事は己に記述せるが実際作物の移植に当りてほ多少共根の切断は免れぬ所にてこの試験ほ普通  

苗代より抜取りたる苗と5cm位の長さに切断したる苗とを浸根斉如こ1昼夜問浸根し6月18日本田  

に東西8寸，南北6寸の距離に1株3本格となし各甲乙2区を設けた．成績は次の通りであった・  

収  穫  調  査   
1坪につ き  500cc覿秤 量l籾重此  

全乳ワラ莞‡穂数  
穂   長  

切 断 琵 棍  

比  較  水  

技 二晩 浸 根  

・切 断i買 取  

比  較  水  

抜 取i要 根  

19．8－ 8．0   

20．6－10．0   

21．8－9．5   

20，0←－ 9．3   

20．4－10．9   

18．9－14．2  

以上浸棍剤浸根に当、り苗の棍を短く切断したるものは普通の扱取苗に比し甲乙区共成溝が劣った・  

B．稲 首 浸 根 方 港 比 較 試 験  

稲苫等を溶液に浸挺するに当り少許の苗ならば容器に不便を感じないけれども多量の場合にほ湧  

き平底の木箱或は亜鉛板箱を用ゆればよいのであるが，本試験は整地田に簡単に手瞳にて区切りた  

る平底の洩き池を設け薬液を注ぎ入れ浸蚊したるものと陶器に浸棍したる苫とが設虫，生育，収量  

等に如何なる善があるかを知らんとしたものである．   

品 種：陸 羽132号．   苗：苗代育成笛，   

試験区：   

1．田地琵坂  田に小池を設け琵板液に浸す．  

2．辞具捏板 ポットに浸棍液を入れて浸板す．  

3．比 較 水 各区をポット及本田にて試験す．   

浸棍剤：前記殺虫浸棍剤を用ゆ．   

試験法：6月l相田地文はポットに畏敬剤を入れて箇の板を浸し1昼夜後移檀した．未申にてほ南北8寸，東西   
6寸，1坤75株，1株8本橋として栽培調査し，ポット試験にては小ポットに8角形3本項とし硝子室におき  

て管理調査した．   

Ⅰ．ポット試験成績  
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Ⅱ．本田試験成績   

以上の成績によると稲苗を浸棍剤に浸すに当り，田地と器具とは一長一短あり田地浸棍は害虫  

の致死率減少するも収量は梢増加し，器具浸掛ま害虫の死するもの多きも収量は稽劣る成績を得  

た．   

本実験を行うに当り，軽々御援助を与えられたる科勤浸根委員会，故湯浅啓二温，上達葦，故田辺  

忠一，香月繁孝，菅原金治郎，湖山利鷺，小田鴫新造，菅原寛夫，大矢富二郎，馬場宏，本庄一雄  

の諸氏に深厚なる感謝を表し叉′J、野，高橋，佐藤，鈴木，抵，菊池の諸氏の御協力を感謝する．  

XI．稔  括  

本実験ほ浸枝法により苗に短時間に成る可く多量の病虫防除剤及び栄養分を吸収せしめて健＝全且  

生産的なる苗を得んとして一連の試験をなせる成績である．我国にて全般的に移植を慣行とする稲  

笛を主として行いたるが，大，小麦，甘藷，馬鈴薯，葱等にても多少の試験を行うた．  

1．殺虫浸根剤として硫酸ニコチン0．1％，24時間にて稲葉潜蝿，稲泥賀虫，二化瞑虫専の幼虫及  

び訝虫等を死滅せしめ得る事は己に報告せるが三化蝶虫に対する実験にても有効なる事を証した．  

2．澄枝剤として適当なる他の薬剤につき種々試験したるに液状ネオIンは多少有効であり，華果  

酸0・1％，弗化加里0・01％は24時間にて稲葉潜組を死に致しフォリドール0．1％は48時間にて死し首  

に害を認めなかったから多少有望と思われた．  

3．微量要素の化合物の実験に於て硫酸亜鉛0．1％，済度加盟0．01％は稲苗の生育に反応し珪酸ソ  

ーダ0・05％，硫酸マグネシウム0・05％，硝酸マンガン0・01％等は24時間津軽にて稲の生産に有利であ  

った．  

4．吸収試験に於て色素エオシン及びイユヂコ”カーミンほアクシン，メチレンプラク及びへマトキ  

シリン等より早く上昇し，切枝や苗の維管束を通して1分間0．25・－1．00cmの速度にてより早く着  

色した．クエン酸鉄及び重クロム酸加盟も淡く着色するが30分間に1cm位にて遅かった．  

5．複吸収試験に於て0・1％のタンニン酸液と0．1％の硫酸鉄液を交互に吸収せしめたるタンニン酸  

鉄反応及び0・05％の規定硫酸液と0．1％の硫化銀液を交互に吸収せしめたる硫化銀反応にて各液共24  

時間浸板により着色した．即ち各液共切枝及び苗板により24時間にて吸収せらるゝ事を示した．  

6．稲苗の板を7cm位に切断せるものは無傷軽及び普通の抜取苗より浸捉によって早く着色した．  

7．硫酸ニコチン0・1％液を首菓の表裏に塗布せる試験にて稲葉潜組は20％，石ケンを加用せる液  

にて40％死し余り有効でなかった．  

8．硫酸ニコチンに浸棍せる苗の審虫に対する抵抗性（残効）に関する試験に於て硫酸ニコチン0．1  

％液に24時間溝板せる苗を移植せる後5日間は稲泥賀虫幼虫に対し致死的であり了10・－15日軌享多  

少抵抗性が認められた．同液に津軽し本田に移植したる苗を1ケ月位に調査せるに菓潜姐2化虫が  

約50、％減少し泥賀虫，蝶塊等も多少減少した．  

9．珪化細胞ほ菌毎に対し，抵抗性があるという多くの報告があるが，珪酸ソーダ0．5％加用せも  
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浸板剤に種又は苗を浸せる試験にて大麦のウドンコ病，寄席病及び馬鈴薯の免疫病の発生が減少し  

た．  

10．苗の浸板期間は1日間が長期間より良好であった．それほ津軽液の濃度，成分及び温度に関係  

するが澄枝により菓箔組が1昼夜にて死し色素，薬剤等が1昼夜以内にて着色したる事により相当  

吸収せらるゝ事を示し実務上にも便利である．  

11．水耕液ほ一般に固形分0．175・0．210％の稀薄なる生理的濃度であるが斯る稀溶液は短期間浸彼の  

贅沢吸収に対してほ弱きに過ぎる事がわかった．  

12．苗の浸板試験に於て固形分0．50・－0．75％を含む浸棍斉打が一層健全で生産的の作物を得た．  

13．浸棍斉灯の原料は貰に無害で安価で得易き事が望ましい．水耕液用の薬品の代りに肥料用の硫酸  

アンモエア，過燐酸石灰及び木灰を用いた浸棍斉掴ま試験の結果，一層健全且生産力ある作物を得ら  

れた．木灰ほアルカリ性で植物に対し，多くの必要なる昧物成分を含んでいるから過燐酸石灰との  

配合に適当として用いられた．  

14．稲貰の水耕試験にて浸板剤と2程のハンステンクランネル水耕液とを此餃せる結果，硫酸アン  

モニアを含めるものにては，浸板剤が生育摩り硝酸石灰を窒素源とせるH・E・液は最劣った・  

15．根を切断せる苫は普通の抜取苗よりニコチンや栄養分を早く吸収したけれども浸棍試験の結果  

ほ普通苗の方が前者より好結果を待た．  

16．浸根方港の試験に於てガット浸根は田地浸棍より害虫の致死率ほ多かったが生産は後者が優つ  

た．  

17．上記種々の試験の結果から考察すると稲首の溝板剤として，次の配合のものが良好な結果を得  

た．  

硫酸アンモニア 2．5g，過燐酸石灰 2．Og，木灰2．5g，硫酸マグネシュウム0・5g，硝酸マンガン  

0．1g，硫酸ニコチン1．occ，水1000cc．  

大麦，小麦，甘藷の如き畑作物の浸板剤としては硫酸アンモニアの代りに硝酸石灰を用いたものは  

一般に艮結＝果を得た．  

Summary  

l．Thisinvestigationhavingoriginatedatfirst on theinnertherapy for woo11y apple  

aphisandthe王00tdippingofseedlingforriceleafminer，WaSintehded to make healthy  

and profitable seedlings at the transplanting ofrice and other crops・   

2．The present writerhas reported already that nicotine sulphate O・1％／24h・rOOt  

dip waslethalforriceleafminer，riceleaf beetlelrice stem borer and aphids・ln this  

experimentit wasalso effectiveforpaddy borer（Sch∂nobiusinceriellus）．   

3．Having experimentedonthecharacteristicsofseveralinsecticidesand chemicals as  

dippcidesLiquidneoton（derrjs）wasmoreorlesseffective，malicacidO・1％／24h・，kalium  

fluoriteO．05％／24h．1ethalforriceleafminerandfolido＝）・1％／48h・lethalforriceleafbeetle・   

4．Amongthe compounds ofmicronutrients，Zinc sulphate O・1％ and kaliumiodide  

O．01％wereresponsivetothe growthsofriceseedlings and sodium silicateO・05％，magne・・  

siumsulphateO．05％ andmanganesenitrateO・01％，prOfitablefor the productions of rice  

Plantsinthe root dippings by24hours．   

5・In the absorption experiments，eOSin andindigocarmin coloured faster thanthe  
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plgmentS aSfuchsin，methylene blue and haematoxylin throughthe vascular bundles of cut  

branchesand seedlingsatthevelocitiesofO．25L→1cm／1min．Ferriccitrateandkalium bichro－  

mate were sIow bylcm／30min．  

6．Inthedoubleabsorption experiments，irontannicacidreactionof O．1％tannic acid  

and O．1％ferricsulphate，andsilver sulphidereaction of O．05％ sulphuric acid（n・S・）and  

O．1％silvernitrate，COlouredthroughthe v．b．of cut branches and seedlings at the root  

dippingby each24h．   

7・Thericeseedlingshavingbeen cutoff of roots by7cm・COloured qore faster  

thanthatof no woundroots and pulloutseedlingsin the root dipping・   

8．Intheleafpaintingexperiments，njchotinesulphateO・1％solutionpainting for rice  

leafminersofseedlingswere20％lethalandn・S・SOapSOlution40％・   

9．Ontheresistivityfortheinjuriousinsectsofrice plant，the root dippings of the  

seedlingsinnicotinesulphateO．1％／24h．werelethalduring5days，mOre Orlessresistible  

lO・－－15daysforthericeleafbeetle，anddiminishedabout50％Of riceleaf miner（SeCOnd  

brood）at one month after transplanting．Riceleaf beetle and rice stem borer also  

decreased．   

10こ Thereare severaldata which silicated cellis resistible to fungus attack．In the  

rootdippingexperimentsofseedlingsinsodiumsilicateO・05％addeddippcide，the powdery  

miLdewandsnowblightofbarleyandtheearlyblightofpotatodiminished・   

11．Theperiodoftherootdippingofseedlings，Onedaywas better than that of the  

longertime．Itmaycorrelatestothedensity，COmpOSitionandtemperature ofthe dipping  

solutions．   

12．Waterculturesolutionsarein generaldilutephysiologicaldensitiescontainingsolids  

O．175・－0．210％．Such diluteonesweretoo weak for theluxuriant absorption ofthe root  

dippingin short time．   

13．Intheexperimentsofthe root dipping solutions of seedlings，the root dippcides  

containingO．50・－0．75％of solids，reSultedmorehealthyandproductivecrops・   

14．Itisde3irablethatthematerialsoftheroot dippcide are harmiess，Cheapness and  

easily・－Obtainable・Intheexperimentsofthe dippcidesused some fertilizersinstead of the  

chemicalsforwater cultures，those contalnlng ammOnium Sulphate，Calcium super phos－  

phateandwoodenashes，reSulted generallymorehealthyandproductivecrops・Ashesbeing  

basicandcontainingseveralusefu1mineralsfor plant，thatis beneficialas the component  

Of dippcide・   

15．The resultofthe water culture experiment ofriceseedlings has been compared  

withthedippcideandtwo kindsofHanSteen Kranner，s solutionsJthe dippcide containing  

ammOnium sulphate（no nicotine sulphate），WaS better than H・K・SOlution containing  

theammomia salt，andmoreinferiorH．K．solution calcium nitrate・   

16．Thoughthecutrootsabsorbednicotineandnutrientsolutionsfasterthanthe usual  

pulloutseedlingsofriceplant，the usualones gavebetter production than the formerin  

the dippcide experiment．   

17．Intheexperimentofthe root dippingmethod，pOt dipping（instrument）wasbetter  
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than pooldipatthe deathpercentage ofinsects，butinferior at the productivity of rice  

plant．   

18．Havingconsideredfromtheresults of the above stated severalexperiments，the  

nextrootdippcideforriceplantwas moreprofitable：ammOnium sulphate2・5g，Calcium  

superphosphate2．O g，WOOdenashes 2．5g，magneSium sulphateO・5g，manganeSe nitrate  

O・1g，nicotinesulphatel・O cc，WaterlOOO cc・The dippcides for the aerialcrops as  

barley，Wheatandsweetpotato，CaLciumnitrateinsteadofammoniumsalt gave generally  

better results．  
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